
九
月
本
部
例
会
の
お
知
ら
せ

あ
な
た
の
人
生
が
楽
し
く
な
る

イ
ン
ド
占
星
術

　
　
　
　
講
師
　
山
田
　
欽
子 

氏

イ
ン
ド
占
星
術
と
は
サ
ン
ス
ク
リ
ッ

ト
語
で
ジ
ョ
ー
テ
ィ
ッ
シ
ュ
と
呼
ば
れ
、

“
光
の
知
識
”
と
い
う
意
味
で
す
。

イ
ン
ド
の
英
知
、
ヴ
ェ
ー
ダ
の
科
学

の
一
つ
で
す
。

イ
ン
ド
占
星
術
の
起
源
は
正
確
に
は

わ
か
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
五
〇
〇
〇
年

前
に
初
め
て
古
代
ヴ
ェ
ー
ダ
文
献
「
パ

ラ
ー
シ
ャ
ラ
・
ホ
ー
ラ
・
シ
ャ
ス
ト
ラ
」

に
記
さ
れ
ま
し
た
。

そ
も
そ
も
占
星
術
と
は
、「
人
が
こ
の

世
に
生
ま
れ
た
と
き
、
ど
こ
の
星
座
に

ど
の
惑
星
が
あ
っ
た
か
」
で
占
い
ま
す
。

こ
の
人
が
生
ま
れ
た
瞬
間
の
天
体
の

配
置
図
を
「
出
生
図
」
と
い
い
ま
す
。

こ
の
出
生
図
に
込
め
ら
れ
た
意
味
を
読

み
解
く
こ
と
で
、
そ
の
人
の
生
ま
れ
持

っ
た
性
格
、
家
族
、
恋
愛
・
結
婚
、
仕

事
、
学
び
等
の
特
徴
、
さ
ら
に
人
生
に

お
け
る
使
命
な
ど
も
わ
か
り
ま
す
。

こ
の
講
演
で
は
、
そ
も
そ
も
イ
ン
ド

占
星
術
と
は
何
か
? 

西
洋
占
星
術
と

の
違
い
は
何
か
? 

そ
し
て
イ
ン
ド
占

星
術
の
魅
力
と
特
徴
に
つ
い
て
ご
紹
介

を
い
た
し
ま
す
。
ま
た
有
名
人
の
ケ
ー

ス
ス
タ
デ
ィ
ー
等
も
使
い
、
イ
ン
ド
占

星
術
の
魅
力
を
余
す
と
こ
ろ
な
く
お
伝

え
し
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

※
近
年
イ
ン
ド
占
星
術
へ
の
関
心
が
高

ま
り
、
そ
れ
を
学
ぶ
方
や
運
命
鑑
定
を

受
け
る
方
も
増
え
て
お
り
ま
す
。
山
田

欽
子
氏
は
第
一
線
の
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
か

ら
、
イ
ン
ド
占
星
術
の
研
究
者
と
な
り
、

本
格
的
な
占
星
術
の
セ
ミ
ナ
ー
も
開
催

さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
か
ら
の
人
生
の
生

き
方
に
大
い
に
参
考
に
な
る
お
話
が
聞

け
る
と
思
い
ま
す
の
で
、
会
員
の
皆
様

は
ご
友
人
・
知
人
を
お
誘
い
し
て
、
是

非
ご
参
加
願
い
ま
す
。

●
山
田
欽
子
氏
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

某
国
立
大
学
経
済
学
部
卒
業
後
、
大

手
外
資
系
メ
ー
カ
ー
に
入
社
。
営
業
・

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
仕
事
を
約
20
年
経

験
す
る
。
2
度
の
転
職
で
、
年
収
は
大

幅
に
上
が
っ
て
も
、
た
だ
忙
し
い
だ
け

で
、
心
の
充
実
感
が
全
く
得
ら
れ
な
い

こ
と
に
気
づ
く
。
そ
ん
な
毎
日
に
嫌
気

が
さ
し
同
僚
に
相
談
し
た
と
こ
ろ
、
イ

ン
ド
占
星
術
の
鑑
定
を
受
け
る
こ
と
を

勧
め
ら
れ
る
。

今
月
号
の
記
事

◎
九
月
本
部
例
会
の
お
知
ら
せ

◎
御
寄
付
御
礼

◎
全
国
大
会
開
催
に
あ
た
っ
て

☆
10
月
全
国
大
会
プ
ロ
グ
ラ
ム

◎
関
西
サ
イ
科
学
会
九
月
十
月
予
告

◎
北
陸
サ
イ
科
学
会
九
月
例
会
予
告

◎
中
部
サ
イ
科
学
会
九
月
例
会
予
告

◎
九
州
サ
イ
科
学
会
九
月
例
会
予
告

◎
平
成
26
年
7
月
本
部
例
会
報
告

◎
平
成
27
年
7
月
本
部
例
会
報
告

◎
第
三
九
七
回
関
西
サ
イ
科
学
会
報
告

◎
第
三
九
八
回
関
西
サ
イ
科
学
会
報
告

◎
本
部
例
会
ビ
デ
オ
映
像
の
販
売

◎
本
部
月
例
会
講
演
録
の
販
売

◎
サ
ト
ル
エ
ネ
ル
ギ
ー
学
会
大
会
告
知 

◎
オ
ー
ブ
（
た
ま
ゆ
ら
）
形
成
過
程
の

　

動
的
な
観
察

鑑
定
を
受
け
、
余
り
に
も
当
た
っ
て

い
る
こ
と
に
驚
き
、
イ
ン
ド
占
星
術
を

そ
の
場
で
学
ぶ
こ
と
を
決
意
。
そ
し
て

今
日
、
講
座
を
開
く
ま
で
に
至
る
。

日
時　

平
成
27
年
9
月
12
日
（
土
）

　
　
　

午
後
1
時
30
分
～
4
時
30
分

会
場　

北
と
ぴ
あ
7
階
第
一
研
修
室

交
通　

�

J
R
京
浜
東
北
線
王
子
駅
下
車

徒
歩
2
分
、ホ
ー
ム
最
北
端（
赤

羽
寄
り
）
の
階
段
を
下
り
改
札
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口
を
出
て
見
え
る
高
層
ビ
ル

会
費　

会
員　

二
〇
〇
〇
円

　
　
　

一
般　

三
〇
〇
〇
円

　
　
　

学
生　

一
〇
〇
〇
円

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

「
心
を
科
学
す
る
博
物
館
」
と

　

　
一
般
の
御
寄
付
御
礼

（
7
／
11
受
領
分
ま
で
）

金
三
万
円
也　
　
　

森
安　

政
仁　

様

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

十
月
日
本
サ
イ
科
学
会
第
25
回

全
国
大
会
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

テ
ー
マ
「
あ
の
世
と
多
次
元
世

界
」
開
催
に
あ
た
っ
て
　

　
　
大
会
委
員
長
　
小
林
　
信
正

�

（
日
本
サ
イ
科
学
会
副
理
事
長
）

私
た
ち
の
生
活
は
縦
・
横
・
高
さ
の

3
つ
の
方
向
性
を
持
つ
3
次
元
空
間
に

居
住
し
、
こ
れ
に
時
間
を
加
え
て
4
次

元
世
界
に
存
在
し
て
い
る
と
さ
れ
て
い

ま
す
。
さ
ら
に
3
次
元
世
界
か
ら
は
目

に
見
え
な
い
隣
り
合
わ
せ
に
は
、
多
次

元
世
界
（
異
次
元
世
界
）
が
存
在
し
て

い
る
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

そ
ん
な
こ
と
を
公
言
す
る
と
、「
う
そ

～
」
と
言
わ
れ
て
、
奇
人
変
人
の
類
だ

と
目
を
背
け
ら
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

で
も
、
こ
れ
が
最
新
の
物
理
学
界
で
も

っ
と
も
注
目
さ
れ
て
い
る
新
理
論
だ
と

す
れ
ば
…
?

「
確
か
に
異
次
元
の
世
界
は
存
在
す

る
」
と
提
唱
す
る
の
は
、
ア
メ
リ
カ
の

理
論
物
理
学
者
、
リ
サ
・
ラ
ン
ド
ー
ル

博
士
。
現
在
、
彼
女
は
ハ
ー
バ
ー
ド
大

学
、
プ
リ
ン
ス
ト
ン
大
学
、
マ
サ
チ
ュ

ー
セ
ッ
ツ
工
科
大
学
の
各
教
授
で
あ
り
、

終
身
在
職
権
ま
で
獲
得
し
て
い
る
才
媛

で
す
。
特
に
彼
女
が
得
意
と
す
る
研
究

分
野
は
超
ひ
も
理
論
の
「
異
次
元
」。
私

た
ち
の
存
在
す
る
宇
宙
空
間
が
、
多
次

元
の
宇
宙
と
隣
接
し
て
お
り
、
消
滅
し

た
り
、
現
れ
た
り
す
る
素
粒
子
は
、
別

の
宇
宙
空
間
か
ら
行
き
来
し
て
い
る
と

す
る
こ
と
で
説
明
で
き
る
と
言
う
の
で

す
。
つ
ま
り
、
近
く
に
あ
る
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
う
ま
く
ベ
ー
ル
に
隠
さ
れ
て

い
る
の
で
、
大
き
く
て
も
見
る
こ
と
が

で
き
な
い
と
い
う
わ
け
で
す
。

あ
の
世
と
い
わ
れ
る
死
後
の
世
界
も
、

実
は
私
た
ち
と
は
隣
り
合
わ
せ
の
ベ
ー

ル
の
中
に
存
在
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ

て
い
ま
す
。“
死
後
の
個
性
を
持
っ
た
霊

魂
に
関
す
る
研
究
”で
は
、
例
え
ば
臨
死

体
験
者
の
体
外
離
脱
体
験
の
証
言
や
退

行
催
眠
に
よ
る
前
世
記
憶
、
そ
れ
に
優

れ
た
霊
的
能
力
者
の
霊
視
、
霊
聴
、
霊

言
や
自
動
書
記
、
霊
界
交
信
な
ど
の
働

き
、
さ
ら
に
鏡
視
に
よ
る
故
人
と
の
再

会
や
オ
ー
ブ
の
存
在
も
多
次
元
世
界
か

ら
の
交
流
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
い
ず
れ

も
人
の
死
後
、
霊
魂
は
肉
体
か
ら
離
脱

し
て
も
個
性
は
存
続
し
、
幽
界
、
霊
界

で
も
各
々
多
次
元
に
存
在
し
て
、
私
た

ち
が
生
活
し
て
い
る
現
界
に
何
ら
か
の

作
用
を
及
ぼ
し
て
い
る
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。

一
方
、
広
大
な
宇
宙
に
は
多
次
元
世

界
が
存
在
し
、
地
球
人
以
外
の
生
命
体

で
も
、
高
度
な
知
性
と
文
明
を
持
っ
た

宇
宙
人
が
存
在
し
、
我
々
の
住
む
地
球

に
も
U
F
O
が
飛
来
し
て
い
る
と
も
言

わ
れ
て
い
ま
す
。

全
国
大
会
で
は
、
偶
発
現
象
（
心
霊

現
象
、
U
F
O
等
）
の
目
撃
と
原
因
の

推
測
・
解
明
や
サ
イ
現
象
の
仮
説
な
ど

様
々
な
「
サ
イ
」
に
関
連
す
る
こ
と
な

ど
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
で
の
新
し
い
発

見
の
研
究
発
表
が
あ
る
予
定
で
す
。

さ
ら
に
多
次
元
世
界
の
存
在
に
つ
い

て
の
パ
ネ
ラ
ー
に
よ
る
討
論
と
質
疑
応

答
に
て
、
好
奇
心
を
掻
き
立
て
る
多
次

元
の
謎
解
き
に
少
し
で
も
近
づ
け
ら
れ

る
こ
と
が
出
来
れ
ば
と
願
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会

九
月
研
究
集
会
の
お
知
ら
せ

物
質
化
現
象

無
か
ら
有
は
生
じ
る

　
　
　
　
　
講
師
　
ス
ワ
ミ 

氏

日
時　

平
成
27
年
9
月
19
日（
土
）　

　
　
　

午
後
１
時
30
分
～
5
時

会
場　

大
阪
科
学
技
術
セ
ン
タ
ー

　
　
　

七
〇
一
号
室

交
通　

地
下
鉄
四
つ
橋
線
本
町
駅
下
車

　
　
　

北
へ
徒
歩
5
分　

靭
公
園
内

会
費　

会
員　

二
〇
〇
〇
円

　
　
　

一
般　

三
〇
〇
〇
円

　
　
　

学
生　

一
〇
〇
〇
円

問
合
せ
0
7
9
7
・
2
2
・
6
4
2
5

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会
事
務
局
ま
で

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆



●❸ ●

★日本サイ科学会　第25回全国大会プログラム★
� （特別協賛：サトルエネルギー学会）

（日時）　2015年10月11日（日）10 :00～16 :50
（会場）　北とぴあ7階第2研修室
（交通）　JR京浜東北線王子駅下車徒歩2分、ホーム最北端（赤羽寄り）
　　　　の階段を下り改札口を出て見える高層ビル

（会費）　会員　¥2,000　 一般　¥3,000　 学生　¥1,000
		  ※サトルエネルギー学会会員は会員会費となります。

<プログラム>　（敬称略）
  9 : 30		  開場
10 :00～10 :10	 開会のご挨拶　小林 信正 大会委員長

◎会員の研究発表（6名）（20分発表5分質疑応答／1人）
10 :10～10 :35	 小林 泰樹「PK、ESPの存在証明とその発現条件」
10 :35～11 :00	 ロン 薄葉「オーブ現象と次元波動空間についての考察」
11 :00～11 :25	 志賀 一雅「�心霊治療におけるセラピストとクライアントとの脳

波共鳴」
11 :25～11 :50	 森安 政仁「想念と病気との一考察」
11 :50～12 :50	 　昼休み
12 :50～13 :15	 山根　 真「新宇宙論・量子論　グラビトン（重力子）を求めて」
13 :15～13 :40	 田中 義久「�あの世と多次元世界〈四次元、五次元そして次元は

一気に十次元〉」

◎シンポジウム　　テーマ「あの世と多次元世界」
13 :40～14 :40	 基調講演　飛沢 誠一「見えない世界の情報を如何に活用するか」
14 :40～14 :50	 　休憩
14 :50～15 :50	 大会委員長、パネラー3名の発表（1人15分）
15 :50～16 :40	 シンポジウム　パネルディスカッション
　　大会シンポジウム委員長　小林 信正「愛する故人との再会　～鏡視実験」
　　司会進行　阿久津 淳（日本サイ科学会理事）
　　パネリスト
　　　飛沢 誠一　基調講演
　　　橋本 和哉「気当て診断でチェックした死後の階層について」
　　　飛田 洋子「�大宇宙・小宇宙のはざまでほがらかに死ぬ方　－多次元の生

活化を通して－」
　　　SOUL THERAPIST りんあん「憑依・輪廻転生・霊魂の推察」
16 :40～16 :45	 優秀研究賞　表彰式　浪平 博人 会長
16 :45～16 :50	 閉会のご挨拶　小林 信正 大会委員長
17 :30～19 :30	 懇親会（希望者：当日受付け）



関
西
日
本
サ
イ
科
学
会

十
月
研
究
集
会
の
お
知
ら
せ

水
と
珪
素
の
集
団
リ
ズ
ム
力

　
　
　
　
講
師
　
中
島
　
敏
樹 

氏

日
時　

平
成
27
年
10
月
17
日（
土
）

　
　
　

午
後
1
時
30
分
～
5
時

会
場　

大
阪
科
学
技
術
セ
ン
タ
ー

　
　
　

七
〇
一
号
室

交
通　

地
下
鉄
四
つ
橋
線
本
町
駅
下
車

　
　
　

北
へ
徒
歩
5
分　

靭
公
園
内

会
費　

会
員　

二
〇
〇
〇
円

　
　
　

一
般　

三
〇
〇
〇
円

　
　
　

学
生　

一
〇
〇
〇
円

問
合
せ
0
7
9
7
・
2
2
・
6
4
2
5

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会
事
務
局
ま
で

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆ 

北
陸
日
本
サ
イ
科
学
会

九
月
定
例
会
の
お
知
ら
せ

『
水
か
ら
の
伝
言
』
と
『
新
し
い

水
の
科
学
』

　
　
　
　
講
師
　
根
本
　
泰
行 

氏

�

（
I
H
M
総
合
研
究
所
所
長
）

江
本
勝
会
長
は
「
波
動
」
と
「
水
」
の

2
つ
の
分
野
に
お
け
る
先
駆
者
で
し
た
。

い
ず
れ
の
分
野
に
お
い
て
も
、「
水
は

情
報
を
記
憶
す
る
」
と
い
う
こ
と
が
、

基
本
的
か
つ
重
要
な
概
念
と
な
っ
て
い

ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
従
来
科
学
に
お

い
て
は
、「
水
の
記
憶
」
に
つ
い
て
、
な

か
な
か
認
め
ら
れ
ず
、
結
果
と
し
て「
波

動
」
も
「
水
」
も
「
非
科
学
的
で
あ
る
」

と
の
批
判
を
受
け
て
き
ま
し
た
。

　

と
こ
ろ
が
過
去
6
～
7
年
の
間
に
、

世
界
の
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
科
学
者
た
ち

か
ら
、「
水
は
情
報
を
記
憶
す
る
」
と
い

う
こ
と
を
証
明
す
る
証
拠
が
提
示
さ
れ

て
き
て
い
ま
す
。
モ
ン
タ
ニ
エ
博
士
に

よ
っ
て
、「
水
は
遺
伝
物
質
D
N
A
の
情

報
を
記
憶
す
る
」
と
い
う
こ
と
が
、
疑

問
の
余
地
の
な
い
形
で
科
学
的
に
証
明

さ
れ
て
き
て
い
る
一
方
で
、
ポ
ラ
ッ
ク

博
士
は「
第
四
の
水
の
相
」
を
発
見
し
、

こ
の「
相
」
を
考
慮
す
る
と「
水
の
構
造

が
想
念
や
感
情
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
よ
っ

て
変
化
す
る
可
能
性
」
が
十
分
に
あ
る

と
主
張
し
て
い
ま
す
。

本
講
演
に
お
い
て
は
、
江
本
会
長
の

業
績
に
つ
い
て
簡
単
に
説
明
し
た
後
に
、

モ
ン
タ
ニ
エ
博
士
と
ポ
ラ
ッ
ク
博
士
の

研
究
内
容
に
つ
い
て
、
専
門
外
の
人
に

も
分
か
り
や
す
く
紹
介
し
、
そ
れ
ら
の

間
の
関
連
性
に
つ
い
て
議
論
し
ま
す
。

◎
根
本
泰
行
氏
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

I
H
M
総
合
研
究
所
所
長
、
合
同
会
社

オ
フ
ィ
ス
・
マ
サ
ル
・
エ
モ
ト
代
表
、

2
級
電
磁
波
測
定
士
。

1
9
8
8
年
に
東
京
大
学
よ
り
細
胞

分
子
生
物
学
の
分
野
で
理
学
博
士
を

取
得
。
日
本
、
マ
イ
ア
ミ
、
ホ
ノ
ル
ル

の
い
く
つ
か
の
大
学
で
研
究
を
行
っ
た

後
、
2
0
0
2
年
に
江
本
勝
博
士
の
元

で
国
際
秘
書
と
し
て
働
き
始
め
た
。
江

本
博
士
の
仕
事
に
お
け
る
科
学
的
な
側

面
を
担
当
し
、
水
の
研
究
を
通
じ
て
科

学
と
霊
性
を
統
合
す
る
こ
と
を
テ
ー
マ

と
し
て
い
る
。
ご
く
最
近
、
江
本
博
士

の
世
界
的
な
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー「
水
か
ら
の

伝
言
」
と
、
ジ
ャ
ッ
ク
・
ベ
ン
ベ
ニ
ス
ト

博
士
、
ジ
ェ
ラ
ル
ド
・
ポ
ラ
ッ
ク
博
士
、

リ
ュ
ッ
ク
・
モ
ン
タ
ニ
エ
博
士
な
ど
に

よ
っ
て
提
唱
さ
れ
て
い
る「
水
に
関
す
る

新
し
い
科
学
的
理
論
」
と
の
間
の
関
連

性
に
つ
い
て
解
説
す
る
セ
ミ
ナ
ー
を
始

め
て
き
て
い
る
。

日
時　

平
成
27
年
9
月
6
日（
日
）

　
　
　

午
後
1
時
半
～
4
時
半

会
場　

金
沢
市
文
化
ホ
ー
ル
3
階

　
　
　

大
会
議
室

�

（
石
川
県
金
沢
市
高
岡
町
15
番
1
号
）

会
費　

会
員　

二
〇
〇
〇
円

　
　
　

一
般　

三
〇
〇
〇
円

※
会
員
以
外
の
方
の
参
加
も
大
歓
迎

お
問
合
せ
・
お
申
込
み

0
7
6
・
2
3
4
・
6
6
3
4

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

中
部
日
本
サ
イ
科
学
会

九
月
研
究
集
会
の
お
知
ら
せ

会
員
数
名
の
研
究
・
体
験
発
表

日
時　

平
成
27
年
9
月
12
日
（
土
）

　
　
　

午
後
1
時
～
5
時

会
場　

博
愛
癒
院

名
古
屋
市
昭
和
区
御
器
所
3
・
4
・
21 

　
　
　

0
5
2
・
8
7
1
・
9
0
6
0

交
通　

地
下
鉄
鶴
舞
線
荒
畑
駅
下
車

　
　
　

3
番
出
口
か
ら
徒
歩
1
分　

会
費　

一
〇
〇
〇
円

※
会
員
以
外
の
方
の
参
加
も
大
歓
迎

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

九
州
日
本
サ
イ
科
学
会

九
月
研
究
集
会
の
お
知
ら
せ

参
加
者
の
皆
様
と
懇
談
会

　
　
　
　
講
師
　
森
安
　
政
仁 

氏
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日
時　

平
成
27
年
9
月
13
日
（
日
）

　
　
　

午
後
1
時
～
4
時

会
場　

森
安
商
店

長
崎
県
西
彼
杵
郡
長
与
町
本
川
内
16
･
6

問
合
せ
0
9
5
・
8
8
3
・
6
0
4
8

交
通　

J
R
長
与
駅
下
車
徒
歩
20
分

　
　
　

長
崎
バ
ス　

洗
切
小
学
校
前

　
　
　

下
車
徒
歩
2
分

会
費　

無
料

※
人
生
相
談
も
伺
い
ま
す

※
会
員
以
外
の
方
の
参
加
も
大
歓
迎

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆ 

第
3
回
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
研
究

分
科
会
の
お
知
ら
せ

守
護
霊
と
の
対
話

　
　
　
講
師
　
平
池
　
来
耶 

氏

�

（
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
・
セ
ラ
ピ
ス
ト
）

幼
少
の
頃
よ
り
、
神
秘
や
高
次
元
に

お
け
る
霊
的
体
験
に
加
え
、
心
理
学
、

哲
学
、
占
術
、
神
秘
学
を
研
鑽
。
個
人

リ
ー
デ
ィ
ン
グ
や
瞑
想
の
集
い
を
通
じ

て
、
魂
の
向
上
の
セ
ラ
ピ
ー
や
人
生
の

ア
ド
バ
イ
ス
を
行
っ
て
い
ま
す
。
著
書

13
冊
あ
り
。

内
容　

�

会
場
に
い
る
方
の
意
識
を
読
み

取
り
、
ス
ト
レ
ス
の
浄
化
と
今

後
必
要
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
り

ま
す
。

日
時　

平
成
27
年
11
月
1
日（
日
）

　
　
　

午
後
1
時
30
分
～
5
時

会
場　

北
と
ぴ
あ
7
階
七
〇
一
会
議
室

交
通　

�

J
R
京
浜
東
北
線
王
子
駅
下
車

徒
歩
2
分
、ホ
ー
ム
最
北
端（
赤

羽
寄
り
）
の
階
段
を
下
り
改
札

口
を
出
て
見
え
る
高
層
ビ
ル

会
費　

会
員　

一
〇
〇
〇
円

　
　
　

一
般　

二
〇
〇
〇
円

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

第
2
回
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
研
究

分
科
会
報
告

平
成
27
年
4
月
26
日（
日
）

「
北
と
ぴ
あ
」に
て
開
催
。

〇
神
霊
能
力
者
：
渡
辺
薫
龍
氏「
除
霊
・

浄
霊
に
つ
い
て
」霊
能
相
談
と
解
決
法
。

〇
心
霊
医
療
師
：
富
樫
昭
夫
氏
「
潜
在

意
識
と
セ
ル
フ
ヒ
ー
リ
ン
グ
」対
処
法
。

〇
獣
医
師
：
石
川
允
明
氏「
最
新
機
器
の

体
感
実
験
、
健
康
状
態
と
サ
ポ
ー
ト
」。

　

会
場
は
五
十
余
名
と
満
席
。
講
演
後

は
参
加
者
の
意
見
交
換
等
で
終
了
。

次
回
は
11
月
1
日（
日
）を
予
定
し
て

い
ま
す
。

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆ 

平
成
26
年
7
月
本
部
例
会
報
告

ラ
ッ
プ
現
象
の
究
明

～
オ
ー
ブ
と
の
関
連
性
に
つ
い
て
～

　
　
　
　
講
師
　
小
林
　
信
正 

氏

　
　
　
　
（
特
異
能
力
研
究
所
代
表

�

日
本
サ
イ
科
学
会
理
事
）

今
日
は
ラ
ッ
プ
現
象
と
そ
れ
に
伴
う

オ
ー
ブ
の
お
話
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
日
本
人
は
世
界
で
一
番
引
っ
越
し

の
回
数
が
少
な
い
民
族
で
、
一
生
で
4

回
く
ら
い
だ
そ
う
で
す
が
、
私
は
こ
れ

ま
で
に
、
14
回
引
っ
越
し
し
て
お
り
ま

す
。
そ
の
う
ち
の
数
回
の
引
っ
越
し
た

土
地
で
ミ
ス
テ
リ
ー
体
験
を
し
ま
し
た
。

　

戦
後
で
す
が
、
六
回
目
に
引
っ
越
し

た
多
摩
川
段
丘
の
家
で
は
、
ラ
ッ
プ
現

象
が
バ
チ
バ
チ
と
起
こ
り
ま
し
た
。
そ

の
近
く
の
崖
に
あ
る
洞
窟
に
入
り
ま
し

た
ら
、
古
墳
跡
が
あ
っ
た
の
で
、
ラ
ッ

プ
現
象
が
起
こ
る
の
も
当
然
だ
っ
た
と

思
い
ま
す
。
十
一
番
目
に
引
っ
越
し
た

東
京
郊
外
の
芝
生
の
家
で
は
、
近
所
の

医
者
の
こ
の
辺
は
奇
病
が
多
い
と
い
う

話
を
聞
き
、
ま
た
女
房
も
私
も
金
縛
り

に
遭
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
そ
の
辺
り
の

歴
史
を
調
べ
ま
し
た
ら
、
戦
時
中
に
軍

需
工
場
が
あ
り
、
爆
撃
に
よ
っ
て
、
働

い
て
い
た
女
工
さ
ん
（
女
子
学
生
等
）

が
多
数
死
ん
で
お
り
、
供
養
も
し
て
い

な
い
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

そ
こ
で
霊
能
者
に
診
て
も
ら
っ
て
い

い
場
所
だ
と
言
わ
れ
た
杉
並
区
の
家
に

引
っ
越
し
ま
し
た
ら
、
副
職
的
に
万
博

等
の
仕
事
で
余
録
が
入
り
ま
し
た
。
次

に
移
っ
た
十
三
番
目
の
多
摩
丘
陵
の
家

で
も
、
や
は
り
近
く
に
古
墳
跡
が
あ
っ

て
、
女
房
や
お
袋
が
ゴ
ミ
捨
て
に
行
く

と
い
や
な
気
配
を
感
じ
る
と
い
う
こ
と

で
、
現
在
の
家
に
移
り
ま
し
た
。
こ
の

家
は
三
人
位
の
霊
能
者
に
診
て
も
ら
っ

て
い
い
所
だ
と
い
う
こ
と
で
、
移
り
ま

し
た
。
今
の
と
こ
ろ
、
安
住
の
地
と
し

て
お
り
ま
す
が
、
ま
た
引
っ
越
し
た
く

な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

実
は
私
が
生
ま
れ
た
港
区
芝
南
佐
久

間
町
の
隣
の
家
で
、
60
年
前
位
で
す
が
、

作
曲
家
の
滝
廉
太
郎
が
生
ま
れ
て
お
り

ま
す
。
彼
の
父
親
は
大
蔵
、
内
務
官
僚

を
勤
め
て
お
り
、
滝
廉
太
郎
は
23
歳
で

亡
く
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、
そ
れ
ま
で

●❺ ●



に
ド
イ
ツ
留
学
も
含
め
、
10
回
位
引
っ

越
し
て
お
り
ま
す
。

　

自
分
の
経
験
か
ら
も
「
い
い
土
地
」

と
「
悪
い
土
地
」
と
い
う
の
は
確
か
に

あ
り
、
そ
こ
に
住
む
と
い
い
運
気
が
も

ら
え
る
土
地
と
、
そ
こ
に
住
む
と
事
故

や
病
気
が
多
い
土
地
も
あ
り
ま
す
。

　

ラ
ッ
プ
現
象
と
は

・�

英
語
で
叩
く
（rap

）
よ
う
な
音
を
い

う
。

・�

床
・
壁
な
ど
が
コ
ツ
コ
ツ
、
ド
ン
ド

ン
、
バ
ン
バ
ン
、
パ
チ
パ
チ
な
ど
、

様
々
な
怪
奇
音
が
鳴
る
。

・�

ラ
ッ
プ
音
以
外
に
も
木
材
が
乾
燥
す

る
時
の
割
れ
に
よ
り
、「
ミ
シ
ッ
」
と

か
、「
パ
ー
ン
」
と
い
っ
た
音
が
、
室

内
に
響
く
こ
と
が
あ
る
。

・�

誰
も
関
与
し
な
い
部
屋
の
空
間
か
ら
、

あ
る
種
の
音
が
発
生
し
、
鳴
り
響
く

現
象
で
あ
る
が
、
超
常
現
象
、
心
霊

現
象
の
一
つ
と
さ
れ
て
い
る
。

本
当
に
ラ
ッ
プ
現
象
が
あ
る
の
か
、

ま
た
こ
れ
ら
の
現
象
は
ど
う
い
う
意
味

を
持
っ
て
い
て
何
な
の
か
、
と
い
う
こ

と
を
調
べ
る
た
め
、
ビ
デ
オ
で
十
箇
所

位
取
材
し
ま
し
た
。

ラ
ッ
プ
現
象
の
体
験

・
伊
豆
の
温
泉
旅
館

・
東
北
の
温
泉
旅
館

・
山
陰
の
温
泉
旅
館

・
猪
苗
代
の
某
ホ
テ
ル

・
九
州
の
某
観
光
ホ
テ
ル

・
ロ
ン
ド
ン
の
マ
ナ
ー
ハ
ウ
ス

・
フ
ラ
ン
ス
の
古
城

・
パ
リ
の
ホ
テ
ル

・
イ
ス
ラ
エ
ル
の
ホ
テ
ル

・
ギ
リ
シ
ャ
の
古
城
ホ
テ
ル

夏
休
み
に
伊
豆
の
温
泉
旅
館
へ
家
族

で
行
っ
た
と
き
に
、
た
ま
た
ま
空
い
て

い
た
部
屋
で
夜
中
に
ラ
ッ
プ
音
が
バ
チ

バ
チ
鳴
っ
た
の
で
、
翌
日
仲
居
さ
ん
に

「
こ
の
部
屋
は
何
か
あ
っ
た
ん
じ
ゃ
な
い

の
?
」
と
聞
い
た
ら
、「
ち
ょ
っ
と
お
待

ち
下
さ
い
」
と
い
わ
れ
て
、
後
で
、
支

配
人
が「
詮
索
し
な
い
で
く
だ
さ
い
」と

言
わ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
で
調
べ
て
み
た

ら
、
最
近
こ
の
部
屋
で
、
二
人
の
心
中

事
件
が
あ
っ
た
こ
と
が
判
り
ま
し
た
。

東
北
の
温
泉
旅
館
で
は
憑
依
現
象
を

体
験
し
、
山
陰
の
温
泉
旅
館
で
は
夜
中

に
ラ
ッ
プ
現
象
を
体
験
し
ま
し
た
。

ロ
ン
ド
ン
の
マ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
は
幽
霊

が
出
る
こ
と
で
有
名
で
、
フ
ラ
ン
ス
の

古
城
で
は
ロ
ケ
中
に
男
性
タ
レ
ン
ト
が

大
け
が
を
し
た
り
、
パ
リ
の
ホ
テ
ル
で

は
夜
中
に
金
縛
り
や
ラ
ッ
プ
現
象
が
起

こ
り
ま
し
た
。
後
で
調
べ
た
ら
、
そ
の

場
所
は
昔
病
院
だ
っ
た
そ
う
で
す
。
ギ

リ
シ
ャ
の
古
城
ホ
テ
ル
で
は
、
昔
の
牢

獄
跡
だ
と
判
り
ま
し
た
が
、
ラ
ッ
プ
現

象
が
起
こ
り
ま
し
た

一
九
四
八
年
、
心
霊
研
究
の
発
端
に
な

っ
た
ハ
イ
ズ
ビ
ル
事
件

※
古
い
家
の
写
真
を
見
せ
る

こ
の
家
は
ア
メ
リ
カ
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
州
の
寒
村
ハ
イ
ズ
ビ
ル
に
あ
る
家
で
、

あ
る
家
族
が
こ
の
家
に
引
っ
越
し
た
の

で
す
が
、
ラ
ッ
プ
現
象
や
幽
霊
現
象
で

3
ヶ
月
で
出
て
し
ま
い
、
そ
の
後
入
っ

た
家
族
も
同
じ
現
象
で
一
年
半
後
に
出

て
し
ま
い
、
一
九
四
七
年
、
三
度
目
に

引
っ
越
し
て
き
た
の
が
フ
ォ
ッ
ク
ス
姉

妹
（
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
と
ケ
イ
ト
）
と
両

親
で
す
。

や
は
り
、
一
家
は
ラ
ッ
プ
現
象
、
幽

霊
現
象
に
悩
ま
さ
れ
た
の
で
す
が
、
フ

ォ
ッ
ク
ス
姉
妹
が
、
そ
こ
に
い
る
と
思

わ
れ
る
幽
霊
と
交
信
を
始
め
ま
し
た
。

姉
妹
が
手
を
叩
く
と
同
じ
数
で
応
答
す

る
の
で
、
次
に
質
問
に
対
し
て
イ
エ
ス

な
ら
一
回
、
ノ
ー
な
ら
二
回
ラ
ッ
プ
音

を
鳴
ら
し
て
く
れ
と
頼
む
と
応
え
る
よ

う
に
ラ
ッ
プ
音
が
鳴
る
よ
う
に
な
っ
た

の
で
す
。

こ
れ
に
よ
り
フ
ォ
ッ
ク
ス
姉
妹
は
ラ

ッ
プ
現
象
の
存
在
と
交
流
す
る
霊
媒
師

と
し
て
マ
ス
コ
ミ
で
大
々
的
に
報
道
さ

れ
、
有
名
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
後
ケ

イ
ト
は
、
英
国
に
招
か
れ
、
ウ
イ
リ
ア

ム
・
ク
ル
ッ
ク
ス（
ノ
ー
ベ
ル
賞
学
者
）

の
下
で
実
験
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

一
八
五
一
年
、
バ
ッ
フ
ァ
ロ
ー
薬
科

大
学
が
、「
音
の
正
体
は
、
フ
ォ
ッ
ク
ス

姉
妹
が
足
首
や
膝
の
関
節
を
鳴
ら
し
て

い
た
」
と
調
査
結
果
を
発
表
す
る
と
、

フ
ォ
ッ
ク
ス
姉
妹
も
、
種
々
の
事
情
で

自
作
自
演
で
あ
っ
た
こ
と
を
認
め
、
大

波
紋
を
引
き
起
こ
し
ま
し
た
。
今
の
マ

ス
コ
ミ
と
同
じ
で
ワ
ー
ッ
と
持
ち
上
げ

て
、
今
度
は
フ
ァ
ー
ッ
と
冷
め
て
し
ま

い
ま
し
た
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
フ
ォ
ッ

ク
ス
姉
妹
は
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
主
義
者

た
ち
に
よ
る
罵
声
で
迎
え
ら
れ
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
約
一
年
半
後
、
マ
ー
ガ
レ

ッ
ト
は
暴
露
の
内
容
の
撤
回
を
し
ま
し

た
。
当
時
の
彼
女
の
貧
困
状
態
や
、
二

人
の
上
の
姉
（
リ
ー
ア
：
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
市
在
住
）
と
の
い
さ
か
い
の
中
で
の

情
緒
不
安
定
な
環
境
に
乗
じ
て
申
し
入

れ
て
来
た
、
前
述
の
反
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア

リ
ズ
ム
派
の
者
か
ら
の
金
銭
が
ら
み
の

申
し
入
れ
に
応
じ
た
こ
と
な
ど
を
告
白

し
ま
し
た
。
ま
た
、
そ
の
後
、
生
涯
通
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じ
て
二
姉
妹
（
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
と
ケ
イ

ト
）は
、
こ
の
現
象
に
つ
い
て
事
実
で
あ

っ
た
と
主
張
し
続
け
ま
し
た
。

フ
ォ
ッ
ク
ス
姉
妹
が
ラ
ッ
プ
音
の
実

験
を
続
け
る
内
に
、
昔
こ
の
家
に
住
ん

で
い
た
行
商
人
が
、
五
〇
〇
ド
ル
盗
ら

れ
て
、
殺
さ
れ
て
地
下
に
埋
め
ら
れ
た

と
い
う
話
が
出
た
き
た
の
で
、
地
下
室

を
掘
っ
た
ら
、
本
当
に
骨
が
出
て
き
た

の
で
す
。
た
だ
し
骨
が
少
量
で
あ
っ
た

た
め
、
事
件
の
裏
づ
け
と
し
て
は
、
不

十
分
で
あ
り
、
信
憑
性
が
疑
わ
れ
る
結

果
と
な
り
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
そ
れ
か
ら
60
年
近
く
経
っ

た
一
九
〇
四
年
、
11
月
22
日
、
ボ
ス
ト

ン
・
ジ
ャ
ー
ナ
ル
は
、
ハ
イ
ズ
ビ
ル
の

「
幽
霊
屋
敷
」
の
地
下
室
に
こ
っ
そ
り

入
り
込
ん
で
遊
ん
で
い
た
少
年
達
が
、

地
下
室
の
壁
が
崩
れ
て
人
骨
ら
し
き
も

の
が
見
え
て
い
る
の
を
報
告
し
た
事
が

皮
切
り
と
な
り
、
こ
の
壁
が
二
重
壁
で

あ
っ
た
こ
と
が
判
明
し
、
そ
の
壁
の
下

か
ら
ほ
ぼ
一
体
分
の
人
骨
と
、
行
商
人

用
の
ブ
リ
キ
製
の
箱
が
発
見
さ
れ
た
と

報
じ
ま
し
た
。
こ
れ
が
殺
人
事
件
を
裏

づ
け
る
結
果
と
な
り
、
心
霊
現
象
の
研

究
が
本
格
的
に
始
ま
っ
た
の
で
す
。
と

い
う
こ
と
で
、
心
霊
現
象
研
究
の
発
端

は
ラ
ッ
プ
現
象
な
の
で
す
。

ア
メ
リ
カ
、
イ
ギ
リ
ス
で
も
心
霊
科

学
協
会
が
設
立
さ
れ
、
蒼
々
た
る
ノ
ー

ベ
ル
賞
ク
ラ
ス
や
有
名
な
学
者
た
ち
が

研
究
に
参
加
し
、
日
本
で
も
明
治
43
～

44
年
頃
か
ら
東
京
帝
国
大
学
助
教
授
の

福
来
友
吉
博
士
が
、
御
船
千
鶴
子
の
透

視
実
験
か
ら
研
究
を
始
め
ま
し
た
。
し

か
し
、
そ
の
後
東
京
帝
国
大
学
か
ら
追

い
出
さ
れ
て
、
高
野
山
大
学
で
教
授
職

を
終
え
ら
れ
ま
す
。

ラ
ッ
プ
現
象
の
調
査
に
際
し
て

・�

ラ
ッ
プ
現
象
は
様
々
な
性
格
が
あ
る

反
面
、
瞬
時
に
消
え
て
残
存
し
な
い

た
め
に
、
科
学
的
見
地
か
ら
の
客
観

的
・
合
理
的
検
証
が
行
い
難
い
現
象

で
あ
る
。

・�

ラ
ッ
プ
現
象
を
究
明
す
る
に
は
、
そ

の
音
を
録
音
と
映
像
も
同
時
に
残
す

方
法
が
必
要
で
あ
る
。

・�

撮
影
後
の
音
声
の
ミ
ッ
ク
ス
作
為
も

あ
り
う
る
と
い
う
反
論
も
考
慮
し
て
、

併
せ
て
、
第
三
者
複
数
に
よ
る
現
場

で
の
立
ち
会
い
も
必
要
で
あ
る
。

・�

木
造
の
建
材
や
建
築
工
法
の
欠
陥
説
、

近
く
の
工
場
か
ら
の
身
体
で
は
感
知

不
可
能
な
低
周
波
振
動
や
共
鳴
現
象

説
も
考
え
ら
れ
る
。

・�

ま
た
、
ポ
ル
タ
ー
ガ
イ
ス
ト
現
象
な

ど
の
条
件
も
考
え
て
、
物
理
、
心
理
、

心
霊
な
ど
の
見
地
か
ら
も
調
査
を
行

う
。

・�

T
V
局
の
報
道
番
組
と
し
て
制
作
。

実
態
の
究
明
を
行
う
。

取
材
に
あ
た
っ
て

○
怪
音
に
悩
む
住
人
か
ら
の
情
報

○
放
送
す
る
条
件
で
取
材
及
び
観
測

○
目
的
は
怪
音
の
解
明
と
解
決

・�

ビ
デ
オ
撮
影
及
び
特
殊
音
響
観
測
機

器
を
準
備

・�

建
築
家
、
音
響
、
映
像
の
専
門
家
の

立
ち
会
い
調
査

・
建
材
の
音
響
テ
ス
ト

・
住
人
の
心
理
テ
ス
ト

準
備
し
た
観
測
機
器

（
A
）撮
影
機
器

・�

高
感
度
近
赤
外
線
カ
メ
ラ
（
7
0
0

～
9
0
0
ナ
ノ
メ
ー
タ
ー
）&
赤
外

線
ラ
イ
ト

・�

近
赤
外
線
ビ
デ
オ
カ
メ
ラ
定
点
観
測

用（N
ightshot

）

（
B
）物
理
系
機
器

・�

磁
場
測
定
器
（
ホ
ー
ル
素
子
方
式
、

高
周
波
）

・�

可
聴
音
レ
ベ
ル
計
&
低
周
波
音
レ

ベ
ル
計

・
集
音
マ
イ
ク

・�

ノ
イ
ズ
ビ
ジ
ョ
ン
（
音
源
を
識
別
す

る
機
器
）

・�

サ
ー
モ
ト
レ
ー
サ
ー
（
温
度
、
湿
度

測
定
器
）

事
例
の
検
証

・�

事
例
①　

埼
玉
県
で
廃
業
に
追
い
込

ま
れ
た
レ
ス
ト
ラ
ン

　

�

状
況
：
ラ
ッ
プ
音
と
オ
ー
ブ
が
同
調

し
て
い
る

・�

事
例
②　

東
京
近
郊
・
築
3
年
の
一

戸
建
て
住
宅

　

�

状
況
：
数
百
回
の
怪
音
と
「
誰
か
布

団
の
上
を
歩
く
気
配
」

・�

事
例
③　

首
都
圏
の
新
築
マ
ン
シ
ョ

ン
、
恐
怖
に
お
び
え
る
住
人

　

�

状
況
：
専
門
家
に
よ
る
建
築
構
造
調

査
と
オ
ー
ブ
と
の
関
連
性

・�

事
例
④　

首
都
圏
の
築
23
年
、
一
戸
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建
て
住
宅

　

�
状
況
：
観
察
→
仏
壇
、
遺
影
付
近
で

ラ
ッ
プ
音
&
オ
ー
ブ

　

�

※
最
新
機
器
「
ノ
イ
ズ
ビ
ジ
ョ
ン
」

で
音
源
調
査

※�

以
下
の
場
所
で
取
材
、
T
V
放
映
さ

れ
た
ビ
デ
オ
が
紹
介
さ
れ
る
。

①
埼
玉
の
廃
業
レ
ス
ト
ラ
ン

②
東
京
近
郊
の
一
戸
建
て
新
築
住
宅

③
神
奈
川
県
の
新
築
マ
ン
シ
ョ
ン

④
都
内
の
築
23
年
、
一
戸
建
て
住
宅

⑤
岐
阜
の
町
営
新
築
団
地

（
そ
れ
ぞ
れ
近
赤
外
線
ビ
デ
オ
カ
メ
ラ

や
多
数
の
マ
イ
ク
、
測
定
器
を
設
置
し

て
、
長
時
間
撮
影
し
、
そ
れ
ぞ
れ
オ
ー

ブ
や
ラ
ッ
プ
現
象
が
記
録
さ
れ
て
い
ま

す
。）

前
記
ビ
デ
オ
映
像
の
事
例
の
検
証

・
事
例
①　

廃
業
レ
ス
ト
ラ
ン

　

観
察
：�

ラ
ッ
プ
音
と
オ
ー
ブ
出
現
が

同
調

　

因
果
：
自
殺
者
、
戦
災
死
者
跡

・�

事
例
②　

東
京
近
郊
の
一
戸
建
て
新

築
住
宅

　

観
察
：�

ラ
ッ
プ
音
が
5
H
/
約
二
百

回
以
上

　

因
果
：
隣
接
の
墓
地
で
霊
姿
を
目
撃

・�

事
例
③　

神
奈
川
県
の
新
築
マ
ン
シ

ョ
ン

　

観
察
：�

ラ
ッ
プ
音
と
オ
ー
ブ
と
の
関

連
性
あ
り
、
怪
奇
現
象

　

因
果
：
爆
撃
で
多
数
の
焼
死
者

・�

事
例
④　

都
内
の
築
23
年
、
一
戸
建

て
住
宅

　

観
察
：�

仏
壇
、
遺
影
付
近
で
ラ
ッ
プ

音
&
オ
ー
ブ

　

因
果
：�

自
殺
し
た
母
親
と
の
因
果
関

係

実
態
の
観
察

・�

ラ
ッ
プ
音
は
築
年
数
に
関
係
な
く
発

生
す
る
。

・�

概
ね
建
築
構
造
上
に
も
や
や
問
題
が

あ
る
。

・
ラ
ッ
プ
音
に
は
様
々
な
音
が
あ
る
。

・
特
に
夜
間
に
頻
発
す
る
。

・�

誰
か
が
居
る
よ
う
な
人
の
気
配
が
す

る
。

・�

ラ
ッ
プ
音
の
原
因
と
オ
ー
ブ
と
は
関

連
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

・�

ラ
ッ
プ
音
が
頻
発
す
る
場
所
は
、
霊

的
な
因
果
関
係
が
あ
る
。

　
（�

自
殺
現
場
、
墓
地
、
戦
焼
死
者
地
、

仏
壇
、
遺
品
、
幽
霊
目
撃
等
々
）

・�

ラ
ッ
プ
音
は
、
何
か
を
訴
え
て
い
る

よ
う
に
思
え
る
。

ラ
ッ
プ
現
象
の
考
察

・�

ラ
ッ
プ
音
は
オ
ー
ブ
出
現
と
関
連
性

が
あ
り
、
従
っ
て
ラ
ッ
プ
音
の
発
生

は
、
オ
ー
ブ
の
も
つ
サ
イ
・
エ
ネ
ル

ギ
ー
が
電
磁
場
に
作
用
し
て
、
空
気

を
振
動
さ
せ
、
周
辺
の
物
質
が
共
鳴

し
て
起
こ
る
現
象
と
思
わ
れ
る
。

・�

波
動
と
は
、
電
波
の
よ
う
に
空
間
的

に
連
続
的
に
広
が
っ
て
い
く
も
の
で
、

そ
こ
に
高
低
差
が
生
じ
る
。
オ
ー
ブ

と
い
う
物
質
は
粒
子
で
あ
り
、
同
時

波
動
（
光
）
で
あ
り
、
い
わ
ば
量
子

レ
ベ
ル
の
現
象
と
考
え
る
。

・�

い
わ
ば
「
ラ
ッ
プ
現
象
は
未
浄
化
の

オ
ー
ブ
が
、
霊
的
意
識
エ
ネ
ル
ギ
ー

に
よ
っ
て
、
あ
の
世
か
ら
紙
一
重
の

こ
の
世
の
人
に
何
ら
か
の
意
図
を
持

っ
て
訴
え
よ
う
と
し
て
い
る
心
霊
現

象
」と
考
え
ら
れ
る
。

　

�

＊
そ
の
根
拠
と
し
て
、
ラ
ッ
プ
現
象

が
鎮
魂
供
養
に
よ
り
沈
静
化
し
た
の

は
事
実
で
あ
る
。（
ニ
セ
祈
祷
師
に
は

要
注
意
!
）

シ
ャ
ル
ル
・
リ
シ
ェ
の
言
葉

（
フ
ラ
ン
ス
の
生
理
学
者
。
1
9
1
3

年
ノ
ー
ベ
ル
生
理
学
・
医
学
賞
受
賞
）

「
ラ
ッ
プ
音
の
真
実
性
は
、
心
霊
現
象

全
体
に
関
わ
る
根
本
的
な
重
要
性
を
有

す
る
。
物
体
が
物
理
的
作
因
な
し
に
振

動
さ
せ
ら
れ
、
し
か
も
そ
の
現
象
の
背

後
に
明
ら
か
な
知
性
の
存
在
が
認
め
ら

れ
る
と
な
れ
ば
、
こ
の
宇
宙
に
は
、
物

質
に
直
接
働
き
か
け
う
る
目
に
見
え
な

い
知
的
存
在
が
我
々
と
共
に
あ
る
だ
ろ

う
と
い
う
、
真
に
遠
大
な
意
味
を
持
つ

事
実
が
明
ら
か
に
さ
れ
る
こ
と
に
な
る

の
で
あ
る
。」

（「
新
・
心
霊
科
学
事
典
」よ
り
）

住
居
に
よ
い
地
、
悪
い
地

○
よ
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
放
出

○
生
命
力
が
旺
盛
と
な
る

○
家
庭
が
明
る
く
な
る

×
悪
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
停
滞

×
生
命
力
が
減
退
す
る

×
病
気
に
な
り
が
ち

楢
崎
皐
月
氏（
故
人
）の
功
績

　
　
（
明
治
32
年
～
昭
和
49
年
）

大
地
に
は
微
弱
電
流
が
流
れ
て
い
て
、

磁
場
が
発
生
す
る
。
こ
の
微
弱
な
大
地

電
流
が
人
を
含
む
健
康
体
に
ど
の
よ
う

な
影
響
を
も
た
ら
す
か
実
測
数
を
統
計

的
に
調
査
す
る
。

・
イ
ヤ
シ
ロ
チ（
弥
盛
地
）

　

�

快
適
で
居
心
地
よ
く
癒
さ
れ
、
家
庭

は
明
る
く
、
植
物
も
生
育
す
る
地
。

● ❽●



・
ケ
ガ
レ
チ（
気
枯
地
）

　

�
病
人
や
事
故
が
次
々
起
こ
り
、
家
庭

は
暗
く
、
気
分
が
憂
鬱
な
地
。

住
宅
に
不
向
き
な
土
地

・�

穢
れ
た
土
地
：
未
浄
化
な
地
縛
霊
、

浮
遊
霊
の
目
撃
さ
れ
た
場
所
、
及
び

神
仏
の
祭
祀
跡
地
な
ど

　

古
墳
跡
、
古
戦
場
跡
、
処
刑
場
跡
、

　

墓
地
跡
、
供
養
塚
、
祭
祀
跡
、

　

自
殺
・
他
殺
・
心
中
事
件
現
場
、

　

戦
災
死
者
地
、
崖
下
、
湿
地
や
沼
地
、

　

谷
底
地
、
井
戸
の
埋
め
立
て
地
。

パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
お
奨
め
所

箱
根
神
社
、
戸
隠
の
参
道
、
御
嶽
神
社
、

石
上
神
宮
、
高
千
穂
神
社
、
室
生
寺
、

等
（々
著
書「
ご
利
益
さ
ま
」参
照
）

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

平
成
27
年
7
月
本
部
例
会
報
告

見
え
な
い
世
界
の
情
報
を
如
何

に
活
用
す
る
か
?

　
　
　
講
師
　
飛
沢
　
誠
一 

氏

多
く
の
人
は
過
去
世
（
過
去
に
生
ま

れ
て
経
験
し
た
過
去
の
人
生
）
の
影
響

を
知
ら
ず
知
ら
ず
に
受
け
て
い
る
事
が

今
ま
で
の
気
功
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
と
気
功

施
術
か
ら
か
な
り
明
ら
か
に
な
っ
て
来

ま
し
た
。
そ
の
数
多
く
の
例
か
ら
一
部

を
報
告
す
る
と
、
例
え
ば
首
の
痛
い
人

は
過
去
世
の
戦
争
で
首
を
切
ら
れ
死
ん

で
い
た
事
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
病
院

が
怖
い
人
は
過
去
世
に
病
院
で
看
護
婦

を
し
て
い
た
こ
と
が
あ
り
、
第
一
次
世

界
大
戦
で
の
壮
絶
な
惨
劇
を
見
て
い
た

こ
と
に
よ
る
多
大
な
心
の
ト
ラ
ウ
マ
が

あ
っ
た
様
で
す
。

　

こ
の
様
な
場
合
、
こ
の
過
去
世
の
記

憶
、
カ
ル
マ
を
消
去
す
る
事
で
、
先
ほ

ど
の
首
の
痛
み
や
病
院
が
怖
い
気
持
ち

な
ど
ほ
ぼ
改
善
出
来
る
事
が
分
か
り
、

同
様
に
数
多
く
の
人
の
不
定
愁
訴
や
精

神
的
な
問
題
を
軽
減
化
さ
せ
る
事
が
出

来
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
私
た
ち
の
身
体

の
健
康
か
ら
精
神
的
な
問
題
は
過
去
世

か
ら
の
影
響
を
強
く
受
け
て
お
り
、
そ

の
情
報
を
消
去
・
変
更
す
る
事
で
か
な

り
改
善
す
る
事
が
出
来
る
事
が
分
か
っ

て
来
た
訳
で
す
。
こ
れ
ら
の
肉
体
起
因

で
は
な
い
体
の
不
調
が
起
こ
る
結
果
も

踏
ま
え
、
病
気
の
原
因
に
つ
い
て
は
、

1
．
肉
体
起
因

2
．
精
神
起
因

3
．
幽
体
起
因

の
3
つ
に
分
類
さ
れ
る
事
が
分
か
り
ま

し
た
。
多
く
の
人
は
こ
の
3
番
目
の
幽

体
起
因
の
病
気
に
つ
い
て
適
切
に
対
応

し
て
無
い
場
合
が
多
く
、
ど
こ
の
病
院

に
行
っ
て
も
原
因
が
分
か
ら
ず
途
方
に

暮
れ
て
し
ま
う
事
を
経
験
す
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

こ
の
幽
体
起
因
の
病
気
に
は
前
述
の

過
去
世
の
記
憶
・
カ
ル
マ
の
他
に
霊
体

の
憑
依
や
生
き
霊
（
生
き
て
い
る
人
の

強
い
思
い
）
の
憑
依
の
様
な
事
例
も
あ

り
ま
す
。
こ
の
様
な
幽
体
起
因
の
病
気

の
場
合
も
今
ま
で
の
経
験
か
ら
高
次
元

レ
イ
キ
に
よ
る
施
術
が
大
変
効
果
を
有

し
て
い
る
事
が
確
認
出
来
ま
し
た
。
こ

の
高
次
元
レ
イ
キ
気
功
で
は
直
接
施
術

の
他
に
、
実
際
会
わ
ず
と
も
遠
隔
に
て

施
術
す
る
事
が
可
能
で
す
。
一
度
も
会

っ
て
い
な
く
て
も
、
そ
の
人
を
良
く
知

る
人
、
そ
の
人
の
写
真
な
ど
が
遠
隔
施

術
者
の
傍
に
あ
れ
ば
遠
隔
に
て
施
術
も

可
能
で
あ
る
事
も
実
際
の
施
術
結
果
か

ら
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

遠
隔
施
術
の
原
理
に
つ
い
て
も
、
こ

れ
は
人
間
の
ア
ス
ト
ラ
ル
体
の
様
な
肉

体
以
外
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
体
で
あ
る
幽
体

が
存
在
し
尚
且
つ
そ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
体

の
あ
る
高
次
元
部
分
で
は
皆
互
い
に
共

有
し
て
い
る
と
云
う
仮
説
が
正
し
い
事

を
示
唆
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

そ
れ
と
幽
体
も
含
め
、
そ
の
幽
体
部
分

の
過
去
の
経
験
や
、
未
来
に
起
こ
る
事

象
も
含
め
た
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
よ
う
な

物
も
存
在
す
る
事
が
分
か
り
ま
し
た
。

肉
体
部
分
以
外
の
幽
体
で
は
よ
り
多

く
の
情
報
を
有
し
、
過
去
・
現
在
・
未

来
が
同
時
に
存
在
す
る
デ
ー
タ
を
も
含

ん
で
い
ま
す
。
こ
の
情
報
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
に
普
通
の
人
間
が
高
次
元
レ
イ
キ
の

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
受
け
る
事
に
よ
り
、

比
較
的
短
時
間
に
ア
ク
セ
ス
可
能
で
あ

る
こ
と
も
講
座
の
受
講
生
の
事
例
か
ら

確
認
出
来
ま
し
た
。
従
っ
て
我
々
の
未

来
に
つ
い
て
も
こ
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を

積
極
的
に
書
き
換
え
る
こ
と
に
よ
り
、

自
分
と
他
人
の
未
来
が
変
更
可
能
な
の

で
す
。

●❾ ●
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こ
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
は
今
ま
で
一
部

の
人
が
言
わ
れ
て
い
た
ア
カ
シ
ッ
ク
レ

コ
ー
ド
と
ほ
ぼ
同
一
で
あ
る
と
思
わ
れ

ま
す
。
こ
の
ア
カ
シ
ッ
ク
レ
コ
ー
ド
は

確
か
に
存
在
し
、
本
当
に
現
在
・
過

去
・
未
来
の
デ
ー
タ
が
格
納
さ
れ
て
お

り
、
そ
の
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
・
ラ
イ
テ
ィ

ン
グ
に
よ
り
現
在
・
過
去
・
未
来
を
観

て
、
変
更
す
る
事
が
出
来
る
の
で
す
。

こ
れ
に
よ
り
未
来
は
決
ま
っ
て
い
る
の

か
? 

変
更
可
能
な
の
か
? 

一
つ
の
命

題
に
も
解
答
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

未
来
は
あ
る
程
度
の
制
約
は
あ
り
ま
す

が
、
幾
ら
で
も
変
更
可
能
な
の
で
す
。

こ
れ
ら
の
事
象
か
ら
ア
カ
シ
ッ
ク
レ

コ
ー
ド
の
存
在
と
こ
の
世
の
活
動
の
関

係
も
あ
る
程
度
分
か
っ
て
来
ま
し
た
。

つ
ま
り
普
通
目
に
は
見
え
な
い
ア
カ
シ

ッ
ク
レ
コ
ー
ド
を
活
用
す
る
事
や
他
人

の
幽
体
の
高
次
元
部
分
で
あ
る
ア
ス
ト

ラ
ル
体
の
遠
隔
施
術
な
ど
を
行
う
事
で
、

我
々
は
自
分
の
み
な
ら
ず
家
族
、
友
人
、

知
人
な
ど
他
の
人
の
人
生
も
よ
り
健
康

に
、
よ
り
幸
福
に
、
よ
り
活
性
化
す
る

事
が
出
来
る
わ
け
で
す
。

当
然
な
が
ら
ア
カ
シ
ッ
ク
レ
コ
ー
ド

で
未
来
を
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
す
る
事
で
こ

れ
か
ら
売
れ
る
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
な
ど

も
調
べ
る
事
が
可
能
と
な
る
訳
で
す
。

つ
ま
り
ア
カ
シ
ッ
ク
レ
コ
ー
ド
に
沿
っ

た
技
術
開
発
や
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
の
提

供
が
今
後
の
ビ
ジ
ネ
ス
で
の
鍵
と
な
る

こ
と
は
容
易
に
類
推
す
る
事
が
出
来
ま

す
。
そ
の
開
発
を
積
極
的
に
実
施
す
れ

ば
ビ
ジ
ネ
ス
で
の
成
功
も
容
易
な
事
と

な
る
で
し
ょ
う
。
こ
の
様
に
目
に
見
え

な
い
世
界
の
情
報
を
活
用
す
る
に
は
ま

ず
ア
カ
シ
ッ
ク
レ
コ
ー
ド
と
繋
が
る
事

が
肝
要
で
あ
る
訳
で
す
。

さ
て
こ
の
ア
カ
シ
ッ
ク
レ
コ
ー
ド
と

繋
が
る
方
法
で
す
が
、
以
前
か
ら
色
々

な
方
法
が
試
行
さ
れ
て
来
て
い
ま
す
。

そ
の
中
の
多
く
は
と
て
も
厳
し
い
修
行

と
時
間
が
か
か
る
方
法
ば
か
り
で
し
た
。

そ
こ
で
2
年
程
前
に
誰
で
も
こ
の
ア
カ

シ
ッ
ク
レ
コ
ー
ド
と
上
手
く
繋
が
る
方

法
と
し
て
飛
沢
式
呼
吸
法
を
開
発
し
ま

し
た（
詳
細
は「
こ
れ
か
ら
の
ビ
ジ
ネ
ス

エ
リ
ー
ト
は
見
え
な
い
力
を
味
方
に
す

る
」
飛
沢
誠
一
著
東
洋
経
済
新
報
社
を

参
照
さ
れ
た
い
）。
今
ち
ょ
う
ど
世
の
中

へ
の
普
及
を
開
始
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

こ
の
方
法
は
身
体
の
中
を
特
別
な
呼

吸
法
と
共
に
気
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
循
環

さ
せ
る
事
で
す
。
身
体
の
中
の
気
を
呼

吸
と
共
に
強
制
的
に
循
環
さ
れ
る
事
に

よ
り
身
体
と
心
の
波
動
を
上
げ
る
事
で

身
体
の
次
元
が
3
次
元
か
ら
6
次
元
に

上
昇
し
、
結
果
と
し
て
ア
カ
シ
ッ
ク
レ

コ
ー
ド
に
ア
ク
セ
ス
出
来
ま
す
。
更
に

安
定
化
し
て
く
る
と
ア
カ
シ
ッ
ク
レ
コ

ー
ド
の
書
き
換
え
も
可
能
と
な
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
時
代
は
変
化
が
激
し
く
、

大
き
な
混
乱
が
起
こ
り
ま
す
。
し
か
し

こ
の
方
法
を
活
用
す
る
こ
と
で
、
多
く

の
人
が
宇
宙
の
意
志
（
ア
カ
シ
ッ
ク
レ

コ
ー
ド
）
と
積
極
的
に
繋
が
る
事
が
出

来
ま
す
。
う
ま
く
宇
宙
の
意
志
と
繋
が

る
事
で
そ
の
変
化
に
対
し
て
自
信
を
持

っ
て
力
強
く
対
応
し
て
行
け
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。
そ
の
結
果
多
く
の
繋
が
っ

た
人
の
積
極
的
で
能
動
的
な
行
動
が
よ

り
よ
い
社
会
を
創
っ
て
い
く
こ
と
に
な

る
で
し
ょ
う
。
こ
れ
か
ら
も
多
く
の
人

に
こ
の
方
法
を
広
め
普
及
す
る
事
に
注

力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

第
三
九
七
回
関
西
日
本
サ
イ

科
学
会
研
究
集
会
報
告

妖
怪
っ
て
何
?

　
妖
怪
講
座
一
日

入
門
　
有
名
妖
怪
ス
ポ
ッ
ト
を
巡

っ
て

　
　
　
　
講
師
　
亀
井
　
澄
夫 

氏

と
き　
　

平
成
27
年
4
月
18
日　
　
　

と
こ
ろ　

大
阪
科
学
技
術
セ
ン
タ
ー

亀
井
氏
は
日
本
妖
怪
研
究
所
所
長
。

有
限
会
社
レ
ベ
ル
代
表
取
締
役
。
編
集

者
、
音
楽
家
、
映
画
監
督
な
ど
、
多
岐

に
わ
た
る
創
作
活
動
を
展
開
。「
妖
怪

講
座
」
や
「
ゴ
ブ
リ
ン
マ
ー
ケ
ッ
ト
」、

コ
ン
サ
ー
ト
、
マ
ラ
ソ
ン
大
会
な
ど
の

イ
ベ
ン
ト
の
開
催
や
、『
妖
怪
新
聞
』

『
妖
精
美
術
館
』『Fariy Book 

妖
精
図

鑑
』
な
ど
妖
怪
・
妖
精
関
係
の
書
籍
や
、

19
世
紀
の
妖
精
絵
本
の
日
本
語
版
『
誰

で
も
な
い
王
女
さ
ま
』『
巨
人
退
治
の

ジ
ャ
ッ
ク
』『
ゴ
ブ
リ
ン
マ
ー
ケ
ッ
ト
』

な
ど
の
発
行
が
好
評
を
得
て
い
る
。
各

文
化
セ
ン
タ
ー
に
て
妖
怪
講
座
の
講
師

を
つ
と
め
、
大
阪
日
日
新
聞
で
の
「
大

阪
ロ
マ
ン
紀
行
」
も
1‌

6‌

0
回
を
超
え

て
好
評
連
載
中
。
天
満
天
神
繁
昌
亭
な

ど
、
寄
席
に
て
怪
談
や
化
物
噺
の
解
説
、

J

：CO
M

チ
ャ
ン
ネ
ル
「
お
ち
ゃ
の
こ

saisai

」
の
準
レ
ギ
ュ
ラ
ー
と
し
て
大
阪

の
不
思
議
を
語
る
。

概
要妖

怪
っ
て
な
ん
だ
ろ
う
。
時
代
と
と

も
に
変
わ
っ
て
き
た
妖
怪
の
イ
メ
ー
ジ

を
、
全
国
の
妖
怪
ス
ポ
ッ
ト
を
巡
り
な

が
ら
解
説
。
画
像
を
見
な
が
ら
の
楽
し



い
講
座
で
し
た
。

主
な
内
容

1
．
妖
怪
と
は
何
か

　

�

神
・
人
・
物
・
超
自
然
的
の
四
つ
の

視
点
か
ら
考
察
。

2
．
大
妖
怪
の
時
代

　

�

鶴　

玉
藻
の
前　

紅
葉　

酒
呑
童
子

な
ど
。

3�

．
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
時
代
（
ゆ
る
キ

ャ
ラ
へ
の
系
譜
）

　

�

鶴
の
赤
ち
ゃ
ん　

鬼
姫　

見
越
し
入

道
な
ど
、
江
戸
時
代
の
草
双
紙
の
妖

怪
た
ち
。

4
．
妖
怪
ス
ポ
ッ
ト
巡
り
の
楽
し
さ

　

�

茂
林
寺　

大
中
寺　

太
宗
寺　

京
都

な
ど
各
地
あ
れ
こ
れ
。

ポ
イ
ン
ト

・�

江
戸
時
代
は
妖
怪
と
書
い
て
「
ば
け

も
の
」と
読
ん
だ
。

・�

学
問
の
対
象
に
な
ら
な
か
っ
た
も
の

を
、
学
者
ら
し
い
研
究
対
象
の
よ
う

な
言
葉
と
し
て「
化
け
物
」か
ら「
妖

怪
」と
い
う
言
葉
を
採
用
。

・�

水
木
し
げ
る
氏
に
よ
り
、
改
め
て
一

般
に
妖
怪
が
定
着
し
た
。

・�

妖
怪
と
は
何
か
（
四
つ
の
視
点
か
ら

考
察
）

1
．
零
落
し
た
神
々

ひ
と
つ
の
ケ
ー
ス
と
し
て
、
そ
の
地

域
で
後
発
の
神
々
が
栄
え
て
、
も
と
の

神
が
落
ち
ぶ
れ
る
場
合
を
紹
介
。

河か
っ
ぱ童

は
、
水
の
神
が
落
ち
ぶ
れ
た
と

も
言
え
る
。

一
例
と
し
て
、
隠
岐
の
島
の
古
典
相

撲
な
ど
を
紹
介
。
相
撲
は
神
の
判
定
を

求
め
る
神
事
で
あ
っ
た
。
隠
岐
の
島
は

相
撲
の
発
祥
の
島
と
言
わ
れ
て
い
る
。

昔
は
神
社
に
土
俵
が
あ
る
と
こ
ろ
が

多
か
っ
た
。　

河
童
は
相
撲
を
と
る
。
元
は
神
で
あ

る
の
で
、
人
間
に
は
負
け
ら
れ
な
い
。

2
．
人
を
妖
怪
と
見
る

山
精（
塩
が
好
き
と
さ
れ
て
い
る
）

そ
の
理
由

河
童
は
冬
に
な
る
と
山
に
入
っ
て
山

精
と
な
る
。

つ
ま
り
、
夏
に
河
川
工
事
を
す
る
人

が
、
冬
に
山
に
入
っ
て
鉱
山
な
ど
で
働

く
こ
と
。

稀
人
と
の
接
触
時
に
妖
怪
と
思
う

（
異
文
化
の
接
触
）。

3
．
動
物
を
妖
怪
と
思
う

猫
が
年
を
経
て
尻
尾
が
2
本
に
な
る
。

有
馬
、
佐
賀
な
ど
の
化
け
猫
話
は
有
名
。

動
物
の
習
性
や
人
間
に
似
た
と
こ
ろ

な
ど
か
ら
妖
怪
を
創
造
。

4
．
物
を
妖
怪
と
見
る

九つ

十く

九も

神が
み

絵
巻
を
紹
介
。

う
ち
捨
て
ら
れ
た
古
道
具
が
化
け
る
。

そ
の
内
に
は
物
を
も
っ
た
い
な
い
と
思

う
気
持
ち
が
あ
る
。

十
返
舎
一
九
の
家
財
道
具
の
化
け
物

な
ど
を
紹
介
。

5
．
超
自
然
的
な
も
の

そ
れ
で
も
妖
怪
の
実
在
を
信
じ
る

人
々
が
い
る
。「
確
か
に
見
た
」
と
い

う
類
の
も
の
。
実
話
怪
談
。

妖
怪
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
化
は
江
戸
時
代

か
ら

・�

ヌ
エ
が
都
島
で
マ
ス
コ
ッ
ト
に
な
っ

て
い
る
。

・�
京
都
に
は
ヌ
エ
退
治
の
碑
が
あ
る
。

・�
玉
藻
前
（
九
尾
の
狐
）
と
鳥
羽
上
皇

の
話
を
紹
介
。

安
部
泰
成
（
陰
陽
師
）
が
正
体
を
暴

き
、
狐
は
奈
須
に
逃
げ
帰
る
。

殺
生
石
や
奈
須
温
泉
神
社
な
ど
を
紹

介
。

上
方
で
は
講
談
が
廃
れ
て
い
る
（
講
談

は
怪
談
物
が
得
意
な
の
に
）

理
由

・�

戦
後
、
G
H
Q
に
よ
っ
て
仇
討
ち
な

ど
、
戦
記
物
の
講
談
が
禁
じ
ら
れ
た

・�

先
代
の
旭
堂
南
陵
は
怖
い
の
が
苦
手

だ
っ
た
。

・�

四
谷
怪
談
を
上
演
中
に
、
高
座
で
講

談
師
が
心
臓
麻
痺
で
急
死
し
た
こ
と

に
よ
り
、
上
方
で
は
四
谷
怪
談
は
止

め
ネ
タ
と
な
っ
た
（
東
京
で
は
盛
ん

に
上
演
）。

　
　
　
　

☆　
　
　
　
　

☆

妖
怪
は
時
代
、
土
地
に
よ
っ
て
変
わ

る
ら
し
い
。
こ
れ
は
人
の
深
層
意
識
を

反
映
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う

か
。当

日
の
参
加
者
は
会
員
11
名
、
非
会

員
4
名
、
合
計
15
名
で
あ
っ
た
。
講
演

記
録
テ
ー
プ
は
2
0
0
0
円
（
送
料
込

み
）。
事
務
局
（
0
7
9
7
・
2
2
・

6
4
2
5
）ま
で
。

（
関
西
日
本
サ
イ
科
学
会
会
長

�

河
野 

明
夫
）
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河
童
に
つ
い
て
の
思
い
出

私
（
河
野
）
の
故
郷
宮
崎
で
は
河
童

の
こ
と
を
ガ
ラ
ッ
ポ
と
言
っ
た
。
夏
の

終
わ
り
頃
に
川
で
泳
い
で
い
る
と
ガ
ラ

ッ
ポ
が
相
撲
を
と
り
に
来
る
と
お
ど
さ

れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
と
き
の
心
得

と
し
て
は
、
ガ
ラ
ッ
ポ
は
頭
の
皿
に
水

が
入
っ
て
い
れ
ば
力
が
強
い
が
、
水
が

な
け
れ
ば
赤
子
と
同
じ
で
力
が
で
な
い
。

ま
ず
は
深
く
お
辞
儀
を
せ
よ
、
そ
う
す

れ
ば
ガ
ラ
ッ
ポ
も
お
辞
儀
を
す
る
か
ら

頭
の
皿
の
水
が
こ
ぼ
れ
る
の
で
負
け
る

こ
と
は
な
い
、
と
教
え
ら
れ
た
も
の
で

す
。

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

第
三
九
八
回
関
西
日
本
サ
イ

科
学
会
研
究
集
会
報
告

チ
ャ
ク
ラ
に
響
く
コ
ト
タ
マ
パ
ワ
ー

体
感
セ
ミ
ナ
ー

　
　
　
講
師
　
宮
㟢 

貞
行 

氏

と
き　
　

平
成
27
年
5
月
16
日　
　
　

と
こ
ろ　

大
阪
科
学
技
術
セ
ン
タ
ー

宮み
や

㟢ざ
き

貞さ
だ

行ゆ
き

氏
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

昭
和
20
年
生
ま
れ
。
東
京
大
学
卒
業

後
、
官
庁
に
奉
職
、
そ
の
後
大
学
教
授

（
行
政
学
）
を
経
て
、
現
在
は
、
日
本
人

の
魂
を
振
り
起
す
作
法
と
神
学
を
探
求

し
て
い
る
。
近
著
に
『
宇
宙
の
大
道
を

歩
む
』、『
天
皇
の
国
師
』、『
寄
り
そ
う

皇
后
美
智
子
さ
ま
』、『
ア
ワ
歌
で
元
気

に
な
る
』な
ど
。

概
要「

初
め
に
、
背
筋
を
整
え
る
体
操
を

行
い
、
膀
胱
経
の
気
の
流
れ
を
よ
く
す

る
。
次
に
ア
ワ（
天
地
）
呼
吸
法
と
天
の

鳥
船
を
行
い
、
全
身
を
活
性
化
す
る
。

体
が
整
っ
た
段
階
で
、
ウ
オ
ア
エ
イ
の

コ
ト
タ
マ
を
発
し
、
チ
ャ
ク
ラ
の
ど
こ

に
響
く
の
か
体
験
し
て
み
る
。
そ
の
ほ

か
、
ひ
ふ
み
歌
、
ト
ホ
カ
ミ
歌
な
ど
皇

室
に
伝
わ
る
コ
ト
タ
マ
の
威
力
を
実
地

に
体
験
し
て
み
る
。

最
後
に
、
ア
ワ
歌
を
練
習
し
、
全
身

の
細
胞
を
震
わ
せ
る
。
ア
ワ
歌
は
、
身

体
だ
け
で
な
く
、
地
球
と
宇
宙
を
整
え

る
波
動
と
も
い
わ
れ
て
い
る
が
、
裏
の

世
界
に
響
か
せ
る
イ
メ
ー
ジ
を
持
っ
て

歌
う
。」

す
べ
て
は
響
き
、
す
べ
て
は
波
動

真
言
密
教
の
空
海
は
地
、
水
、
火
、

風
、
空
の
「
五
大
は
み
な
響
き
な
り
」

と
い
っ
て
い
る
（
声
字
実
相
義
）。
真
言

密
教
は
、
マ
ン
ト
ラ
（
真
言
）
の
響
き

を
通
じ
て
、
感
性
と
霊
性
を
高
め
よ
う

と
す
る
点
に
特
色
が
あ
る
。

　

た
と
え
ば
、
般
若
心
経
の
マ
ン
ト
ラ
。

「
ガ
ー
テ
ィ
、
ガ
ー
テ
ィ
」Gate gate 

paragate parasangate bodhy 
svahka 

（
こ
こ
で
全
員
唱
和
す
る
）

心
経
（heart sutra

）
の
マ
ン
ト
ラ

に
は
ア
行
の
音
が
多
い
。
こ
れ
は
ハ
ー

ト
の
チ
ャ
ク
ラ
に
響
く
音
で
あ
り
、
し

た
が
っ
て
ハ
ー
ト
ス
ー
ト
ラ
と
呼
ば
れ

た
。幕

末
の
国
学
者
、
山
口
志
道
も
、
宇

宙
は
聞
こ
え
な
い
音
で
満
た
さ
れ
て
お

り
、
そ
の
宇
宙
の
音
の
一
部
が
肉
体
器

官
を
通
じ
て
発
露
し
た
の
が
、
音
声
で

あ
る
と
考
え
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
、

彼
に
よ
れ
ば
、
そ
の
音
声
を
宇
宙
に
共

鳴
す
る
よ
う
に
発
声
す
る
と
、
雲
を
呼

び
雨
を
降
ら
せ
、
台
風
の
進
路
も
変
え

る
こ
と
が
で
き
る
と
主
張
し
た
。
そ
れ

を
実
施
し
た
超
能
力
者
た
ち
も
、
多
数

い
る
。

西
洋
が
論
理
の
文
化
で
あ
る
と
す
れ

ば
、
日
本
は
響
き
の
文
化
で
あ
る
。

フ
ラ
ン
ス
の
文
化
人
類
学
者
レ
ヴ

ィ
・
ス
ト
ロ
ー
ス
は
、「
日
本
の
文
化
は

調
べ（
ト
ー
ン
）の
文
化
で
あ
る
。」
と
書

い
て
い
る
。
日
本
は
調
べ
の
文
化
―
―

和
歌
、
俳
句
、
謡
曲
、
詩
吟
な
ど
を
発

展
さ
せ
て
き
た
。

声
の
出
し
方
、
イ
メ
ー
ジ
の
使
い
方

イ
、
エ
、
ア
、
オ
、
ウ
は
、
そ
れ
ぞ

れ
体
の
あ
る
部
分
を
響
か
せ
る
よ
う
に

発
声
す
る
。

イ�　

上
顎
に
響
く
よ
う
に
、
脳
下
垂
体

と
松
果
体
に
響
く
よ
う
に

エ�　

下
顎
を
前
に
突
き
出
し
、
耳
の
奥

を
響
か
せ
る
よ
う
に

ア�　

喉
の
奥
を
開
き
、
前
に
吹
き
付
け

る
よ
う
に

オ�　

ミ
ゾ
オ
チ
と
食
道
が
震
え
る
よ
う

に
ウ�　

下
顎
に
響
く
よ
う
に
、
そ
し
て
唇

を
震
わ
せ
る

　

イ
、
エ
、
ア
、
オ
、
ウ
は
、
チ
ャ
ク

ラ
の
6
か
ら
2
に
対
応
し
て
い
る
の

で
、
こ
れ
を
意
識
し
、
チ
ャ
ク
ラ
に
集

中
し
な
が
ら
響
か
せ
る
と
よ
い
。

7　

サ
ハ
ス
ラ
ラ
ー　
　
　

松
果
体

6　

ア
ジ
ナ　
　
　
　
　
　

脳
下
垂
体

5　

ヴ
ィ
シ
ュ
ダ　
　
　
　

甲
状
腺

● �●
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4　

ア
ナ
ハ
タ　
　
　
　
　

循
環
系

3　

マ
ニ
プ
ラ　
　
　
　
　

消
化
系

2　

ス
ワ
デ
ィ
ス
タ
ー
ナ　

泌
尿
器
系

1　

ム
ラ
ダ
ー
ナ　
　
　
　

生
殖
系

　

チ
ャ
ク
ラ
は
体
の
表
側（
花
）と
裏
側

（
根
）
両
方
に
あ
る
。
そ
の
表
と
裏
を
意

識
し
な
が
ら　

ウ
、
オ
、
ア
、
エ
、
イ

で
背
中
を
昇
り
、
イ
、
エ
、
ア
、
オ
、

ウ
で
前
面
を
降
る
。
こ
れ
は
小
周
天
の

ひ
と
つ
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
り
暖
か
い

モ
ヤ
の
よ
う
な
も
の
の
移
動
を
感
ず
る
。

モ
ヤ
の
か
た
ま
り
を
体
の
後
ろ
と
前
を

自
在
に
動
か
す
よ
う
に
、
練
習
す
る
と

よ
い
。

気
と
い
わ
れ
る
も
の
に
四
つ
あ
る
。

身
気
、
心
気
、
霊
気
そ
し
て
先
天
気（
宇

宙
の
気
）。
身
気
は
、
意
識
し
な
く
て
も

体
の
経
絡
を
流
れ
て
い
る
も
の
、
心
気

は
、
意
識
に
よ
っ
て
早
く
も
遅
く
も
で

き
る
も
の
、
霊
気
は
、
さ
ら
に
精
妙
な

も
の
、
先
天
気
は
、
そ
れ
ら
を
生
み
出

す
大
本
の
根
本
的
な
宇
宙
気
で
あ
る
。

身
気
と
心
気
は
、
体
の
中
だ
け
で
な
く
、

体
の
外
側
に
も
な
が
れ
て
お
り
、
練
習

に
よ
っ
て
そ
の
体
外
の
流
れ
を
強
化
す

る
こ
と
が
で
き
る
。
霊
気
と
先
天
気
は
、

次
元
の
高
い
場
に
あ
る
。

そ
れ
ら
の
気
は
、
ト
ー
ラ
ス
の
形
で
、

体
の
周
り
を
流
れ
て
い
る
。
ト
ー
ラ
ス

と
い
う
の
は
、
た
と
え
て
言
え
ば
、
穴

の
極
め
て
細
い
ド
ー
ナ
ツ
の
よ
う
な
形

を
し
て
い
る
。
そ
の
ド
ー
ナ
ツ
の
周
り

を
、
右
回
り
、
左
回
り
で
猛
ス
ピ
ー
ド

で
裏
か
ら
表
へ
、
表
か
ら
裏
へ
と
回
転

し
て
い
る
。
そ
れ
が
、
あ
ら
ゆ
る
も
の

の
波
動
の
流
れ
で
あ
り
、
素
粒
子
か
ら

地
球
ま
で
、
同
じ
よ
う
に
ト
ー
ラ
ス
の

動
き
を
し
て
い
る
。

ト
ー
ラ
ス
を
イ
メ
ー
ジ
し
な
が
ら
、

前
後
左
右
、
あ
る
い
は
縦
に
8
の
字
状

に
体
を
ゆ
ら
す
こ
と
で
気
の
流
れ
の
バ

ラ
ン
ス
を
回
復
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
石
上
の
作
法
、
天
の
鳥
船
体
操
な
ど

を
試
み
る
）

タ
マ
フ
リ
に
よ
り
、
元
気
を
回
復
す
る

タ
マ
と
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
体
の
こ
と
で

あ
る
。
古
神
道
で
は
、
四
つ
の
タ
マ
が

あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。

ア
ラ
タ
マ　
　

肉
体（
荒
い
波
動
）

ニ
ギ
タ
マ　
　

心
体（
微
細
な
波
動
）

ク
シ
タ
マ　
　

�

遠
方
へ
飛
び
、
透
視
す

る
波
動
体

サ
チ
タ
マ　
　

包
み
込
む
愛
の
波
動
体

「
タ
マ
フ
リ
」
と
い
う
の
は
、
こ
れ
ら

の
タ
マ
を
、
振
動
さ
せ
、
増
殖
さ
せ
る

こ
と
、
そ
れ
に
よ
り
、
人
を
元
気
づ
け

た
り
、
い
や
し
た
り
す
る
こ
と
が
で
き

る
。日

本
語
の
「
ふ
る
」
に
は
、
五
つ
の

重
要
な
意
味
が
あ
る
。

1
．
振
る　

2
．
降
る　

3
．
触
れ
る　
　

4
．
震
う

5
．
殖
え
る

こ
の
中
で
、
最
も
重
要
な
の
は
、
増

殖
す
る
と
い
う
作
用
で
あ
る
。
タ
マ
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
体
を
増
や
し
、
増
殖
し
、
発

展
さ
せ
て
い
く
こ
と
が
人
の
務
め
で
あ

る
。
周
り
の
人
々
、
草
木
、
山
川
、
海
空
、

地
球
な
ど
の
タ
マ
を
フ
ル
、
増
殖
さ
せ

る
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ア
ト
ラ
ン
テ
ィ
ス
の
時
代
、「
オ
ー
ア

ー
ウ
ー
ム
ー
」
な
ど
の
コ
ト
タ
マ
で
、
病

人
を
治
療
し
て
い
た
と
エ
ド
ガ
ー
・
ケ

イ
シ
ー
は
伝
え
て
い
る
。
大
災
害
の
後

生
き
残
っ
た
ア
ト
ラ
ン
テ
ィ
ス
人
が
エ

ジ
プ
ト
に
着
き
、
そ
こ
で
ピ
ラ
ミ
ッ
ド

を
作
り
ア
ト
ラ
ン
テ
ィ
ス
の
叡
智
を
残

し
た
。
エ
ジ
プ
ト
の
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
の
な

か
で
も
、
神
官
た
ち
は
コ
ト
タ
マ
で
、

王
た
る
人
の
霊
性
を
向
上
さ
せ
た
り
、

病
気
の
治
療
に
当
た
っ
た
り
し
た
。

数
と
形
も
波
動
体
で
あ
る

ま
た
、
言
葉
だ
け
で
な
く
、
形
、
数
、

想
念
も
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
も
っ
た
波
動
体

で
あ
る
。

カ
タ
タ
マ　
　

�

三
角
、
四
角
、
丸
、
そ

れ
ら
の
組
み
合
わ
せ
の

形
か
ら
出
る
も
の

カ
ズ
タ
マ　
　

�

1
か
ら
9
ま
で
に
集
約

さ
れ
る
数

オ
モ
イ
タ
マ　

�

想
念
、
愛
、
憎
し
み
な

ど
は
、
自
分
を
離
れ
て

飛
ん
で
い
く

形
も
ま
た
、
微
細
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

出
し
て
い
る
。
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三
角
と
四
角
の
組
み
合
わ
せ
に
よ
る

12
面
体
、
五
角
形
と
六
角
形
の
組
み
合

わ
せ
に
よ
る
36
面
体
な
ど
が
あ
る
。
こ

の
36
面
体
を
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
水
の
そ

ば
に
置
く
と
、
ボ
ト
ル
に
細
か
い
泡
が

生
じ
、
次
第
に
集
ま
っ
て
大
き
い
泡
を

つ
く
る
。
あ
る
形
そ
の
も
の
が
、
水
の

分
子
構
造
に
影
響
を
与
え
て
い
る
こ
と

が
分
か
る
。

古
神
道
で
は
、
火
は
上
向
き
の
三
角

形
、
水
は
下
向
き
の
三
角
形
で
表
徴
さ

れ
る
。
二
つ
の
三
角
の
組
み
合
わ
せ
か

ら
な
る
六
芒
星
は
、
火
と
水
の
作
用
を

統
合
す
る
こ
と
を
意
味
し
て
お
り
、
こ

れ
は
、
エ
ジ
プ
ト
の
神
殿
に
記
録
さ
れ

て
い
る
。
後
世
に
ユ
ダ
ヤ
人
は
、
こ
れ

を
国
の
紋
章
と
し
た
が
、
我
が
国
の
六

芒
星
の
ほ
う
が
は
る
か
に
古
い
の
で
あ

る
。
ユ
ダ
ヤ
か
ら
来
た
も
の
で
は
な
い
。

潜
象
界
は
、
三
の
原
理
で
動
き
、
現

象
界
は
、
陰
陽
の
二
の
原
理
で
動
い
て

い
る
。

三
の
原
理
と
は
、
一
者
か
ら
昇
る
力

と
沈
む
力
が
生
ま
れ
、
三
位
一
体
と
な

っ
て
活
動
し
て
い
る
こ
と
を
言
う
。
ホ

ツ
マ
ツ
タ
エ
で
は
、
ウ
と
い
う
中
心
か

ら
、
左
巻
き
の
渦
ア（
上
昇
力
、
遠
心

力
）と
右
巻
き
の
渦
ワ（
下
降
力
、
求
心

力
）
が
う
ま
れ
、
ウ
ア
ワ
の
三
者
が
現

宇
宙
を
形
成
し
た
と
い
う
宇
宙
観
を
示

し
て
い
る
。
こ
れ
が
、
の
ち
に
古
事
記

に
お
い
て
、
ア
マ
ノ
ミ
ナ
カ
ヌ
シ
、
タ

カ
ミ
ム
ス
ヒ
、
カ
ム
イ
ム
ス
ヒ
と
い
う

神
格
化
さ
れ
た
形
で
表
現
さ
れ
た
が
、

内
容
は
同
じ
で
あ
る
。

空
海
も
こ
の
原
理
が
分
か
っ
て
い
て
、

曼
荼
羅
の
金
剛
界
マ
ン
ダ
ラ
は
三
の
原

理
で
描
か
れ
、
胎
蔵
界
は
二
の
原
理
で

描
か
れ
て
い
る
。
金
剛
界
は
、
九
の
部

屋
に
、
九
の
仏
が
描
か
れ
、
胎
蔵
界
は
、

大
日
の
周
り
に
八
の
仏
が
安
置
さ
れ
て

い
る
。
三
と
二
の
原
理
は
、
互
い
に
共

鳴
し
な
が
ら
、
交
流
し
あ
っ
て
い
る
と

い
う
宇
宙
観
が
マ
ン
ダ
ラ
に
含
ま
れ
て

い
る
。

ヒ
フ
ミ
は
、
音
に
よ
る
カ
バ
ラ

空
海
は
伊
勢
神
宮
で
ヒ
フ
ミ
の
原
典

を
見
つ
け
た
が
、
そ
れ
に
よ
る
と
、
ヒ

フ
ミ
は
、
ま
る
い
玉
の
二
個
、
三
個
、

四
個
、
五
個
、
六
個
な
ど
の
組
み
合
わ

せ
で
表
現
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

三
角
、
四
角
、
五
角
、
六
角
な
ど
の
組

み
合
わ
せ
が
本
来
の
ヒ
フ
ミ
の
意
味
な

の
で
あ
っ
た
。（
鏡
、
剣
、
玉
に
比
定
さ

れ
た
の
は
、
律
令
時
代
に
入
っ
て
か
ら

で
あ
る
）

そ
れ
ら
の
形
を
組
み
合
わ
せ
る
と
、
み

ご
と
に
カ
バ
ラ
の「
生
命
の
樹
」と
な
る
。

カ
バ
ラ
は
、
十
六
世
紀
に
エ
ジ
プ
ト

の
古
文
書
か
ら
発
見
さ
れ
た
も
の
で
、

そ
れ
を
ユ
ダ
ヤ
人
た
ち
は
、
ユ
ダ
ヤ
教

の
中
に
取
り
入
れ
た
が
、
も
と
は
エ
ジ

プ
ト
の
思
想
で
あ
る（
モ
ー
ゼ
は
、
ア
ー

ク
を
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
か
ら
盗
み
、
エ
ジ
プ

ト
の
一
神
教
を
ユ
ダ
ヤ
人
の
守
護
神
に

す
り
替
え
た
が
、
ユ
ダ
ヤ
教
そ
の
も
の

は
極
め
て
新
し
い
宗
教
で
あ
る
）。

『
生
命
の
木
』は
、
み
ご
と
に
、
ヒ
フ

ミ
ヨ
イ
ム
ナ
ヤ
コ
ト
と
対
応

し
て
い
る
。
そ
の
意
味
は
、
宇
宙
の
中

心（
ヒ
）
か
ら
、
上
昇
力
（
フ
）
と
下
降

力（
ミ
）
が
生
じ
、
三
位
一
体
と
な
っ
て

現
宇
宙
を
創
り
、
そ
の
あ
と
陰
陽
の
組

み
合
わ
せ（
ヨ
イ
ム
ナ
）に
よ
っ
て
万
物

が
生
じ
た
。
生
ま
れ
た
万
物
は
、
そ
の

役
目
を
終
え
た
後
、
高
次
の
意
識
体

（
ヤ
コ
ト
）
と
な
っ
て
昇
り
い
き
、
再
び

も
と
の
宇
宙
の
中
心（
ヒ
）に
還
る
と
い

う
永
遠
の
循
環
を
う
た
っ
た
も
の
で
あ

る
。
こ
れ
は
、
ま
さ
に
古
代
エ
ジ
プ
ト

に
発
祥
す
る
グ
ノ
ー
シ
ス
の
思
想
で
も

あ
る
。
古
神
道
と
古
代
エ
ジ
プ
ト
は
、

密
接
な
交
流
が
あ
っ
た
も
の
と
推
測
さ

れ
る
。

し
た
が
っ
て
、
ヒ
フ
ミ
を
う
た
う
と

き
は
、
永
遠
の
循
環
を
イ
メ
ー
ジ
し
な

が
ら
、
繰
り
返
し
繰
り
返
し
歌
う
の
が

よ
い
。
で
き
れ
ば
、
両
手
で
三
角
と
四

角
を
形
作
り
、
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
の
中
に
い

る
こ
と
を
想
い
つ
つ
、
そ
の
カ
タ
ダ
マ

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
浴
び
な
が
ら
、
ヒ
フ

ミ
を
豊
か
に
響
か
せ
た
い
。
そ
う
す
れ

ば
、
痛
み
は
消
え
、
死
者
も
元
気
よ
く
、

霊
界
で
活
動
を
始
め
る
は
ず
で
あ
る
。

そ
の
ほ
か
、
天
（
ア
）
と
地
（
ワ
）
を
結

ぶ
ア
ワ
の
歌
、
各
次
元
の
場
を
と
と
の

え
る
ト
ホ
カ
ミ
エ
ヒ
タ
メ
の
コ
ト
タ
マ

も
、
重
要
で
あ
る
。
皆
が
、
自
分
の
感

性
に
あ
っ
た
コ
ト
タ
マ
を
探
し
、
日
々

唱
え
、
周
り
の
環
境
と
自
分
を
と
と
の

え
て
い
く
こ
と
が
大
事
と
思
う
。

�

（
宮
㟢
貞
行
）

　
　
　
　

☆　
　
　
　
　

☆

当
日
の
参
加
者
は
会
員
11
名
、
非
会
員

26
名
、
合
計
37
名
で
あ
っ
た
。
講
演

記
録
テ
ー
プ
は
2
0
0
0
円
（
送
料
込

み
）。
事
務
局
（
0
7
9
7
・
2
2
・

6
4
2
5
）ま
で
。

（
関
西
日
本
サ
イ
科
学
会
会
長

�

河
野 

明
夫
）

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆
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本
部
例
会
ビ
デ
オ
映
像
販
売
の

お
知
ら
せ

ハ
イ
ビ
ジ
ョ
ン
映
像
・
音
声
フ
ァ
イ

ル
（
約
3
時
間
）
を
記
録
し
た
U
S
B

メ
モ
リ
ー
で
お
送
り
し
ま
す
の
で
、
ほ

と
ん
ど
の
デ
ス
ク
ト
ッ
プ
あ
る
い
は
ノ

ー
ト
型
の
ウ
イ
ン
ド
ウ
ズ
・
パ
ソ
コ
ン

で
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

価
格　

1
本
に
つ
き　

三
五
〇
〇
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
送
料
含
む
）

以
下
の
ビ
デ
オ
映
像
か
ら
、
御
注
文

願
い
ま
す
。

◎
2
0
1
3
年
4
月
本
部
例
会

講
師　

大
野 

百
合
子 

氏

「�

宇
宙
図
書
館（
ア
カ
シ
ッ
ク
レ
コ
ー
ド
）

か
ら
見
た
世
界
の
仕
組
み
と
私
た
ち

―
あ
な
た
は
誰
な
の
か
―
」

◎
2
0
1
3
年
5
月
本
部
例
会

講
師　

浪
平 

博
人 

氏

「
イ
メ
ー
ジ
に
よ
る
瞬
間
教
育
」

◎
2
0
1
3
年
6
月
本
部
例
会

講
師　

松
原 

秀
樹 

氏

「
ア
レ
ル
ギ
ー
を
治
す
秘
訣
」

◎
2
0
1
3
年
7
月
本
部
例
会

講
師　

酒
向 

猛 

氏

「
千
島
学
説
を
知
る
た
め
に
」

◎
2
0
1
3
年
9
月
本
部
例
会

講
師　

奥
野 

節
子 

氏

「
ブ
ラ
ジ
ル
の
奇
跡
の
ヒ
ー
ラ
ー

ジ
ョ
ン
・
オ
ブ
・
ゴ
ッ
ド
」

◎
2
0
1
3
年
10
月
第
23
回
全
国
大
会

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
テ
ー
マ

「
サ
イ
と
自
然
治
癒
力
」

◎
2
0
1
3
年
11
月
本
部
例
会

講
師　

小
久
保 

秀
之 

氏

「
生
体
セ
ン
サ
に
よ
る
サ
イ
研
究

―
超
能
力
研
究
の
最
前
線
」

◎
2
0
1
4
年
1
月
本
部
例
会

講
師　

小
川 

博
章 

氏

「
魂
の
発
見
」

◎
2
0
1
4
年
4
月
本
部
例
会

講
師　

西
川 

眞
知
子 

氏

「
生
命
の
智
恵　

ア
ー
ユ
ル
ヴ
ェ
ー
ダ

―
ア
ー
ユ
ル
ヴ
ェ
ー
ダ
か
ら
見
る
生
命

の
す
ば
ら
し
さ
―
」

◎
2
0
1
4
年
5
月
本
部
例
会

講
師　

岩
根 

和
郎 

氏

「
般
若
心
経
と
サ
イ
科
学
」

◎
2
0
1
4
年
6
月
本
部
例
会

講
師　

秦 

西
平 

氏

「
気
超
科
学
と
宇
宙
生
命
哲
学

新
病
気
学
」

◎
2
0
1
4
年
7
月
本
部
例
会

講
師　

小
林 

信
正 

氏

「
ラ
ッ
プ
現
象
の
究
明
～
オ
ー
ブ
と
の

関
連
性
に
つ
い
て
～
」

◎
2
0
1
4
年
9
月
本
部
例
会

　

講
師　

石
川 

允
朗 

氏

「�

死
後
の
世
界
と
輪
廻
転
生
に
つ
い
て

の
一
考
察
」

◎
2
0
1
4
年
10
月
第
24
回
全
国
大
会

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
テ
ー
マ

「
サ
イ
と
天
変
地
異
」

◎
2
0
1
4
年
11
月
本
部
例
会

　

講
師　

坂
井 

洋
一 

氏

「�

日
本
人
は
知
ら
な
い
!
縄
文
日
本
の

驚
く
べ
き
真
実
」

◎
2
0
1
5
年
1
月
本
部
例
会

　

講
師　

英
国
か
ら
の
特
別
ゲ
ス
ト

「�

T
H
E 

S
O
U
R
C
E 

C

�

O

�

D

�
E
�S�

ソ
ー
ス
・
コ
ー
ド
は
何
で
す
か
?
」

◎
2
0
1
5
年
4
月
本
部
例
会

　

講
師　

根
本 

泰
行 

氏

「�

水
か
ら
の
伝
言
」
と
「
新
し
い
水
の
科

学
」

◎
2
0
1
5
年
5
月
本
部
例
会

　

講
師　

水
華 

氏

「�

君
を
見
放
し
た
り
は
し
な
い
―
宇
宙

神
技
点
描
画
家
―
水
華
の
世
界
（
ヒ

カ
ル
ラ
ン
ド
）」

　

講
師　

上
部 

一
馬 

氏

「
巨
大
地
震
を
1
週
間
前
に
つ
か
め
」

◎
2
0
1
5
年
6
月
本
部
例
会

　

講
師　

末
武 

信
宏 

氏

「�

先
端
ア
ン
チ
エ
イ
ジ
ン
グ
医
療
&
超

人
を
生
む
自
律
神
経
の
開
発
」

◎
2
0
1
5
年
7
月
本
部
例
会

　

講
師　

飛
沢 

誠
一 

氏

「�

見
え
な
い
世
界
の
情
報
を
如
何
に
活

用
す
る
か
?
」

※
御
注
文
は
メ
ー
ル
ま
た
は
F
A
X
で

左
記
に
掲
載
の
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
（
ま

た
は
F
A
X
番
号
）
に
、「
2
0
1
○
年

○
月
○
○
○
○
氏
ビ
デ
オ
購
入
希
望
」

と
記
し
て
、
郵
便
番
号
、
住
所
、
氏
名
、

電
話
番
号
を
書
い
て
、
御
注
文
願
い
ま

す
。
2
週
間
以
内
に
発
送
致
し
ま
す
。

E-m
ail office21@

psij.m
ail-box.ne.jp

F
A
X
0
4
7
・
3
3
0
・
4
0
9
1

お
支
払
い
は
、
到
着
後
同
封
の
郵
便

振
替
用
紙
で
8
日
以
内
に
お
振
り
込
み

い
た
だ
け
れ
ば
、
結
構
で
す
。

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆
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《本部月例会・全国大会講演録の販売》

本部月例会・全国大会のICレコーダーによる録音の音声ファイル（拡張子wma）なので、
聞くためには「CD、DVDプレーヤー」の付いたウインドウズ・パソコンが必要になります。

以下のリストから興味のある講演、今一度聞いてみたいものを御注文願います。講演時間
は平均3時間前後で質疑応答等も含まれます。マイクからの直接録音ではなく、やはり会場の
スピーカー音の録音ですので、完璧な鮮明さではありませんが、もちろん内容は普通に聞き取
れます。当日放映されたビデオやOHP等で紹介された図や写真は付いておりません。

講演録の代金は1回分2,000円（送料等含む）です。お送りするのは講演録の入った「CD−R」
で1枚につき6、7回分が入ります。（一部のノートパソコンを除いて、大抵のウインドウズ・パ
ソコンには、「CD−Rファイル」が読めるプレーヤーがついております。）

※御注文はメールまたはFAXで、下記のメールアドレス（またはFAX番号）に、「201○年
○月○○○○氏講演録音購入希望」と記して、郵便番号、住所、氏名、電話番号を書いて、
御注文願います。2週間以内に発送致します。

お支払いは、到着後同封の郵便振替用紙で8日以内にお振り込みいただければ、結構です。
　　　E-mail office21@psij.mail-box.ne.jp　　FAX 047-330-4091

2010/10/10	 第21回全国大会　シンポジウムテーマ「2012年問題とサイ」
2010/11/14	 秋山眞人氏「夢診断と未来予測」
2010/12/12	 宇治橋泰志氏「新たな予防医学を目指して」
2011/ 1/ 8	 新年会も兼ねた会員の体験意見発表と討論の会
2011/ 2/12	 石川和孝氏「世紀末的神示と予言の陰陽道的思考」
2011/ 5/14	 赤松 瞳氏「最新脳科学と透視能力」
2011/ 6/12	 井出 治氏「未知エネルギーの研究とチャネリング」
2011/ 7/18	 古村豊治氏「なぜあなたに大きな奇蹟が起こらないのか?」
2011/ 9/10	 鈴木俊輔氏「3・11新文明の幕開け～日本人の使命～」
2011/10/ 9	 創立35周年記念大会シンポジウムテーマ「パワースポット」
2011/11/12	 小林信正氏「心霊現象について」
2011/12/10	 忘年会も兼ねた会員の体験意見発表と討論の会
2012/ 1/14	 ミッツィ植田氏「縄文スピリットでサバイバル」
2012/ 2/11	 小林正典氏「サイ科学に関係した電気・磁気の研究の紹介」
2012/ 4/14	 ロン薄葉氏「オーブ現象とこれまでの歩み」
	 川崎利男氏「オーブ観察7年間その傾向と残された課題」
2012/ 5/12	 徳永康夫氏「命とソマチットと般若心経の探検」
2012/ 6/10	 松永修岳氏「密教開運術『強運の成長戦略提言～氣を高めれば運はやってくる～』」
2012/ 7/14	 中島敏樹氏「水と珪素の集団リズム力」
2012/ 9/ 8	 ホンマシュウジ氏「�未曽有の天災・人災を目の当たりにして、サイ科学は何が

できるのか⁉」
2012/10/14	 第22回全国大会　シンポジウムテーマ「コンタクト」
2012/11/10	 藤森博明氏「気（生命エネルギー）の実在と能力」
2013/ 1/12	 志賀一雅氏「α波のコヒーレンシーについて」
2013/ 2/ 9	 宇治橋泰志氏「疾病を根本から改善する新治療法を求めて」
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4．検討ならびに考察
オーブ（たまゆら）の形成要因をみる。地球を

包み込んでいる大気は、上空では、宇宙線など
の放射をうけて電離している。これが大気電界
と帯電したエアゾール等の作用により、陰、陽イ
オン・ボール（プラズマ・ボール）になる。これ
らの内、電子、陽電子、プラナ（バイオ・ホトン､
微細身素粒子）群を内包し、これを基盤とするイ
オン・ボールがオーブを造り、オーブと撮影者の
サイ（気）が同調（共振、共鳴）したオーブが「た
まゆら｣ であり、これが、研究対象になると判断
している。なお、都合により素粒子で説明してい
るが、実際は光群であり、観測するまでは、素
粒子群（オーブ）の形や姿は未定である。

一般には、オーブ（たまゆら）の形は円形（球体）
であるが、特別なものとして、本稿に示した菱形
オーブがある。この形は、本稿以外ではWebサ
イト等で2～3見受けられるのみである。この菱
形オーブは、時間と場所をきめた時にも出現して
おり、再現性があると言えよう。また、意識によっ
て、ある程度は、制御されている、と判断してい
る。外国では、一般には、可視光で見えるのは
UFOであると称しているが、本稿では、オーブ

（たまゆら）が可視光（色彩像）で撮れている。
オーブは、霊界に属しているという主張があ

る。本稿のオーブには再現性が表れているので、
この研究の意義と目的として、オーブを介して霊
界と情報交換が出来る可能性がある、と言えよ

う。例えば、自分を護る守護霊に連絡して、何
の為に生きているのか?　生きる目的や、より良
く生きる方法、を教えて貰う。または、ピンチの
時に助けて貰う。これらが実現する事が出来れ
ば、どんなにか素晴らしいことか。本稿のSDK
師の様な能力者は、普通人の我々よりも僅かに
ある部分の能力が高い、と考えることが出来よ
う。普通人でも修行や努力によっては、特種功
能力が身につけられる、と考えている。

サイ（気）科学が進歩して、能力開発が進み、
特異功能力が身について、霊界と連絡が取れる。
例えば、ケイタイ電話で相手を呼び出すように、
私の意念によって私の守護霊を呼び出して、情
報交換することが出来る可能性がある。例えば、
条件設定をする。自分の守護の霊を見つける。
意念で連絡して、お願いして、助けて貰う。
　なお、外国では（米国、西海岸カルフォルニア
州、Mt.Adams等）、いっぱんに、赤外線カメラ
を用いて撮影した白黒模様のオーブ動画がWeb
サイトなどに出ている。日本では、本稿で述べ
たように、デジカメやハンディ・カメラを用いて、
可視光でオーブ動画が撮影されている。つまり
オーブ動画の色付像が得られている。なお、ご
く最近になると、Webサイト等によれば、米国
ECETI等では、大型の液晶モニターとレーザー
光を用いて、オーブを呼び出し、ビデオカメラで、
可視光状のオーブを写し出している例がある、
との事。
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写真6（orb9）

やって来ると判断できた。そこで、望遠ズーム
写真の写真倍率（液晶モニター上）を変えて撮
影する事により、オーブの成長過程動画を記録
する事にする。場所は上記と同じ静岡県磐田市
内。上記の翌日の2014年11月24日（月）夜、晴
れ、動画として記録された時間は31分11秒で
ある。まず、はじめにデジカメの液晶モニター
上で、遠くにある星（又はオーブ、白点）を探し
出す。すると、希望する芽（初期）オーブが飛
び込んでくる。
　液晶モニター上の倍率を変えると、菱形オー
ブの内部の模様が多少変化する場合もある。つ
ぎに連続的に撮影された動画をとめて、拡大し
て得られるオーブ静止画像を見る。倍率を小に
したときの「切り取り像写真」の写真5（省略）に
は、極小球状の白色発光体（芽オーブ）。倍率を
中位にした写真6（orb9）には、ほぼ菱形で内部
に模様（表情）のあるオーブ。倍率をより大にし
た写真7（省略）には、表情のあるより大きな菱形
オーブが写されている。これらから、同一場所で、
同一人により、菱形オーブ像の成長過程が写さ
れていることがわかる。これは、菱形オーブの再
現性が起きている事を意味するのであろう。

2-3）オーブ動画の意識面
撮影者のSDK師はデジカメを両手に持ち、変

性意識に近い状態（ASC）で、液晶モニター上
に現出したオーブに語りかけながら撮影してい
る。― オーブの名称（愛称）はシリウスちゃ
ん、木星ちゃん、金星ちゃん、月、星、等である。
呼び掛けに応じてそれぞれに対応したオーブが
出現してくる（別報で報告）。― 金星チャン
がシューッと入ってきた、―向こう側からキ
テくれる、―。キラ、キラ輝いている。―
アッ、逃げた、逃げないで、  この人、行かない
で。必ずミドリちゃんがいる。―  アーきれい、
―スゴイ―くるくる回転している、―
何、これ、赤だ、―よし、ぱちり（動画を切
り取って静止画にする）、何、これ、― 分離
した、―どんどん動く、― 私を呼んでく
れて有難う。―。

以上などから、写している人の意識（ASC）が
動画（特定オーブ）を呼び込んでいる様にみえる。
またポジティブな遊び感覚で、興味を持って写
している様子である。

2-4）オーブ動画の特徴
（1）オーブは割合に柔らかい結合状態で、種々
様々に、形と状態が変化している。つまり、輪
郭は不鮮明、形はほぼ一定。（2）速度は、ゆら、
ゆら、揺れる程度。またはピョン、ピョンと飛び
跳ねる。（3）三次元的な動きをする。回転もあり、
また分離と結合がある。（4）撮影者の意念の働き
によって呼び込まれ、変化する様子。（5）フラッ
シュ光無しでも撮影出来る。（6）色は乳白色から
赤色まで様々に変化する。つまり、近赤外線か
ら可視光まで変化する。しかも（7）場所と時間を
きめた時、ほぼ同一オーブが出現する。つまり再
現性がある。

3．内部模様のカオス解析―（省略）



●� ●

の心理的条件（ASCに近づける）を揃えると写る
ようになる。良く撮れる場所とは、寺院仏閣（祈
りの場）ならびにパワースポット等で、何回も普
通（通常、既知）のオーブが撮れる（オーブが存
在している）場所をいう。ただし、これには個人
差がある。

2．撮影、実験結果
撮影実験は、2014年8月6日（水）～2015年2

月7日（土）。オーブ出現が未知の場所（有名でな
い）であると判断される長野県伊那市、静岡県
磐田市、その他。晴れ、夜、に実施された。デ
ジカメ撮影者はSDK師、彼女は特異功能力保
持者であり、変性意識状態（ASC）に近い状態で
実験している様子に見えた。動画撮影の実験は
8回以上おこなわれており、全部が成功している。
本稿では､ それらの中の二例について報告する。

2-1）オーブの動的変化挙動像
撮影は2014年11月23日（日）、晴れ、夜、場

所は静岡県磐田市内。カメラを通常の広角にし
て遠くにある星（白点またはオーブ）を探しだし、
望遠モニター上に写し出す。意念を集中して、

「星（オーブ）よ、キテーーー」と念ずると、突然に、
ピョンと芽（初生）オーブが飛び込んでくる。そ
して、近づいたり遠ざかったりする。上下左右に
動く。またキラ、キラ瞬いている（微動）そして
回転する。様々に乱舞する。オーブの光群の結
合は、わりあいに弱い感じである。これを見やす
い状態まで拡大する（液晶モニター上、倍率大）。

オーブが液晶モニター上に写り込み、成長し
た後、ズームを固定して、オーブの動的な変化
挙動をデジカメで観察、撮影する。同時に別置
きのハンディ・カメラで、これらの全体像を記録
する、この場合の撮影時間は、18分38秒であっ
た。なお、これらのオーブの動画は、ハンディ・
カメラにより、フラッシュ光無しで撮影されてい
る。写真1（オーブ撮影像）は、ハンディ・カメラ
が写し出したデジカメの液晶モニターを含む全
体像の一例である。

写真1（orb撮影）

写真2（菱形2）

次に動画をコピーして得られるオーブ像の写真
を示す。写真2（菱形2）、写真3（省略）、写真4（省
略）は、動画オーブ像の「切り取り像写真」であ
る。全体として、十の字の各尖端を結んだ形の
四角形の菱形オーブが写されている。写真2は、
その菱形の右がわの一部が円弧に置き換わった
もの。写真3は、横方向の尖端が丸められた形。
写真4は、ほぼ完全な菱形、である。このように、
動画として得られたものは全部が菱形像である。
この菱形は、撮影場所に関係のある特異現象で
あるといえる（場所としての再現性あり）。また大
きさもほぼ同一である（再現性あり）。

2-2）オーブの成長過程動画像
予備実験ならびに前報（PSIJ、2015年7･8月号）

によれば、オーブは次第に成長しながら此方に



オーブ（たまゆら）形成過程の動的な観察

日本の「たまゆら」は万葉集の時代から知られ
ており、死人の霊や魂などが写り込まれている写
真像であると言われてきた。しかし時間が経過
して、近世の「心霊写真」の中には、幼稚なトリッ
ク写真であると見破られるものもあった。「オー
ブ」はデジタル・カメラで撮影した写真（CCD）
像の中のノイズとして出現してきたので、「オー
ブ」もそれらの一種であると言う人達がいる。

たとえば多くのカメラマンは、オーブや心霊写
真は、レンズフレヤ（ハレーション）や、またはガ
ラス、水滴、埃等に対するフラッシュ光からの反
射である場合が多いと言う。残念ではあるが、一
般にはそのように考えられている。しかし実際に
検討してみると、意識と体外の巨視物質（オーブ）
との間で情報交換している（マクロPK）現象の一
種であると考えられるので、重要な研究対象で
あるといえよう。今回は、オーブとそれが形成さ
れる過程を動的に観察し、体外にある巨視的な
オーブ（たまゆら）像と意識の間の情報交換（相
互作用）を知るための基礎的な検討をおこなう。

1．実験方法
使用したデジタル・カメラは市販のカシオ

EX-ZR700BK、カシオEX-Z330ならびにハン
ディ・カメラ、ソニーHDR-CX270、パナソニッ
クHC-V210Mである。望遠ズームを用いて、カ
メラの焦点距離を遠くに合わせて（倍率は液晶モ
ニター上で設定）写すことにした。しかし、この
ようにすればカメラの視野が狭くなるので、オー

ブを探しだすのが難しくなる。そこで、予めデ
ジカメを用いて広角で（焦点距離、短）液晶モニ
ター上に小光球（白点状の星、又はオーブ）を写
し出し、つぎに望遠ズームで拡大して（焦点距
離、長）見やすくしてから観察し、同時にこれの
動的な変化を別置きのハンディ（ビデオ）カメラ
で撮影して「オーブの動画」を写すことにした。
なお、今回は、カメラを「手持ち」で写す方式を
もちいた。

別報によれば、オーブは近赤外線域に存在し
ており（活性化エネルギー、1.4eV）非可視なの
で、液晶モニター上でのみ可視となる。つまり、
はじめに、デジカメの液晶モニターを用いて微小
オーブを探し出し、つぎにこれを拡大して観察
する（測定する）事にした。この理由として、デ
ジカメのシャッターを半押しにすると、カメラか
らは近赤外線が放射されるので、その視野内に
オーブが来れば（写り込めれば）、液晶モニター
に映ることになる。つぎに、これを拡大して、撮
影し記録する。この時、場合によっては、肉眼
で見える（近赤外線から可視光にまで拡大する）
事もあった。このような方法でオーブの動画を
記録する。同時に、適時にデジカメを全押しで
シャッターを切り、オーブの切り取り静止像を撮
影・記録する。

撮影場所については、オーブが写り難い場所
と、良く撮れる場所がある。しかし、なかなか撮
れない（オーブが居ない）場所でも、天候条件等
の物理的ならびに、無心で熱心に撮影するなど

オーブ（たまゆら）形成過程の動的な観察
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